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わが国の森林土壌生産力と成木

林肥培一量と質との共存へのｱプﾛー ﾁー
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わが国で組織的に，点としてではなく面としての森林土壌調査が開始

されたのは，いまだ戦禍の生々しかった昭和22年である。土壌調査の

実施にあたり絶対必要なものは土壌の分類である。植物の分類と異な

り，連続的に変化し，ある時は不整合的な垂直層位構造をもつ土壌の分

類は至難のわざである。

しかし,幸い大政正隆博士の『ブナ林土壌の研究』(ﾕ)の成果をもとに，

2，3年の試行，準備期間をおいて，全国的に各営林局に土壌調査マン

を養成して，まず国有林の土壌調査が開始され，その成果は「林野土壌

調査報告譜:」としてすでに250冊をこえている。

いつぼう，民有林の土壌調査は適地通水洲査事業として昭和29年よ

り開始され，現在数県を残してほぼ完了しつつある。このほか，国土庁

の主掌する国土調査の土地分類基本調査においても表層地質図，地形分

類図とともに土壌図の作製（縮尺5万分の1のものと都道府県を単位と

する20万分の1のものと力蛍ある）が20余年間継続された結果，ほぼ完

了の域に達している。

これらの土壌調査の進展とともに，わが国森林土壌の分類体系も次第

に整備されたが《2)，以上の経過については真下青久氏により本誌に解説

されているので省略する(3)。

‐上述のような経過をたどって，全国的に森林土壌が調査され，土域図

とその説|ﾘj番が作製されてきた事実は高く評価されるに値するであろ

う。これらの成果があったからこそ，当初は林業の生産性向上の視点か

ら発足した森林土壌調査もその多面的利用が可能なのである。すなわち

近年，森林の公益的磯能，環境的機能が重要視され，各種の視点からの

土地分級が試みられ，これらの調査資料が土地利用ないし国土管理計画

などに利用されつつある。また以下に述べるように林地肥培の進展にも

無関係ではない。

森林土壌調査の発

足と進展

土壌型の分布割合

の傾向

土壊調査の成果により，土壌の種類（土城型）の面積的分布割合を示

すと表・1のとおりである。この表によると褐色森林士(BA,BB,……BE)



3

衷・1わが国森林土壌の土壌型の分布割合の推定（塘調整）
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東京

国前橋
有大阪

林熊木
（等価平均)＊

民有林

国有林と民有林
の等価平均

文献（3）によればBA,BB,BC,

BD,BEは褐色森林土の土壌型，

BD(d)は同上の亜型,BI(黒色士),

P(ポドゾル）は土壊群名である

が，ここでは便宜上これらをすべ

て土壌型と呼ぶことにした

沖縄地区は除外してある|‘ 12824343725

は全体の80％強を占める。またポドゾルは国有林では4％で，赤色土

は1％未満である。もっとも表･1に示す統計は網氷土壌を全面的に悉

階調査した結果ではないが，だいたいの傾向を把握できるものとみなし

てよいであろう。

適地適木の側面よりみると，スギの適地と考えられるBD,BE型土壌

は全体の37％であるが，スギの最適地であるBE型土壌の分布はわずか

に3％にすぎない。ヒノキの適地と考えられるBD(d),BD型土壌は両

者で58％を占め，スギの適地よりもその分布面積が広い。このことはス

ギの地力的生産性よりみると，一般にいわれるほど高いもの－林地肥

培の観点よりみると，林地肥培の効果が現われないほど高いもの－で

はないことを物語っているように考えられる。そして，従来はスギのほ

うが成長が早いという観点でスギの造林面職のほうが多かったが，最近

では材質と材価の観点からヒノキの造林而積が多くなり，量から質への

価値変動現象がみられる。

注＊面磯は考慮しない単な

る平均値を示す

＊＊その他はR型土壌，未

熟土，受蝕土，岩石地

その他である

つぎに，これらの森林土壌の生虚力の実態はどの程度のものであろう

か。土壌生産力といい，地力といい，その概念，定義は学者により必ず

しも一致していないし，またその指標についても議論の余地を残すが，

ここでは林業試験場で行なわれた『林地土壌生産力に関する研究』にお

いて採用された地位指数（40年時点での樹高)を用いて論を進めること

にする。いずれにしても，この概念は樹種と相対的なものである。

褐色森林土壌群の各土壌型とスギの成長との関係を，真下氏の天竜・

秩父地区の資料(4)により地位指数で表わすと下記のように要約される。

BA,BB,Bc型土壌地位指数平均11.8

BD(d)型土壌（残積土・倒行土）〃〃15.6

BD型土壌（伺行土・崩積土）〃〃20.7

BE型士壌〃〃24.2

当然のことながらBA型土壌からBE型土壌になるに従い地位指数は

大きくなる。また同研究の成果によると，同一の土壌型でも地位指数に

かなりの幅がみられ，全国的にみるとかなりの地域性が認められる。

森林土壌生産力の

実態と成木林肥培

＊林業試験場研究顧問

前土じよう部長
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成木林肥培と材質

いつぼう，一般に林地肥培の肥効の程度は林地生産力と関係があり，

成木林肥培についてもその例外ではない。当然のことながら，生産力の

高い林地では肥効指数ほ低い（ここで肥効指数とは無施肥区を'00とし

た場合の施肥区の比較数であるが，成木林肥培の場合は肥効指数がそれ

ほど高くなくても，無施肥区にくらべて施肥区はha当たり何nl8の材

積増加量があったかという絶対肥効一筆者仮称一が問題となるであ

ろう)。成木林肥培において，肥効が認められる限界点については，林

業試験場の藤田桂治氏が現在あるデーターを解析した結果によると(‘)，

20-21前後とみて大過ないであろう。この値は生産力の高い秩父・天竜

地域の褐色森林土のBD型土壌にほぼ相当する。筆者の推論を許してい

ただくなら,BD型土壌のうち,約25%程度を占める崩職土を除くBD型

土壌(術行土),BD(d)型土壌においては成木林肥培の肥効は認められ，

この面積は全林地の約50％に相当する。また，現在BB,Bc型土壊の林

地にもスギ林が存在するという事実があるが，これまで含めると約70％

の林地が成木林肥培の肥効をその程度の差こそあれ期待できる対象地と

なるであろう。

つぎに，土壌生産力ならびに成木林肥培と材質との関係について考察

してみよう。

一般に木材の比重（容積重）は木材を利用するうえで（特に構造材と

して)，重要な材質上の指標となる。たとえば木材の強度は比重との相

関が高く，一定限界以上の比重の木材を選べばその強度も一定限度以上

であることが期待できる。したがって，木材の比重はその測定が最も簡

単な材質上の指標であり，年輪幅は広くなることにより一般に比重が小

さくなることから，可視的な材質の指標として実用性が高いと考えてよ

いであろう。（構造材のJAS規格では平均年輪幅6mm以下となって

いる）

いつぽう，土壌生産力の高い林地の成長の旺盛な林木や肥効の現われ

た成木肥培材の年輪幅は当然のことながら，その年輪幅は広くなる。す

なわち，林木の成長とその材質，量と質との間は元来二律背反的なもの

である。

一般に年輪幅が広くなるに従い比重は低下するが，マツ類では年輪幅

が約2mm以下では年輪内の晩材細胞の形成は悪く，したがって比重は

減少する。2mm以上約4mmまでは,2mm付近をピークとして比重

は漸減し，その模様は図。lに示すとおりである。年輪幅が約2mm以下

の低比重材はstarvedwood(筆者註：栄養不良の林地で生育した栄謎

不良の材という意味であろう）と呼ばれ，軽軟である。

加納孟氏(6>はG.S.Klem(1968)の文献を引用して，施肥前に年

輪幅が1mm以下のように不良な(starvedwoodのできるような）成

長条件では施肥によって正常な晩材の形成が始まり，比重が増大し，
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図･1マツ類の年輪幅と比重との関係

H.Mayer-Wegelin(1955)加納(6)より再引用

施肥前の成長

図･2施肥による材の比重の変化、

G.S.KIem(1968)加納（6）より再引用

1-4mmの中庸な成長条件では施肥により晩材率が減少し，比重も低減

する。施肥前の年輪幅が4mm以上のような成長が良好な条件では，施

肥により早材，晩材の構成割合に変化がなく，したがって施肥により比

重の変化はほとんど現われてこないとしており，そのパターンを図.2の

ように示している。

ただし，わが国のスギやヒノキは年輪幅が2mm以下になっても比重

がさほど減少することはなく，上述のような明瞭なパターンはとらない

という(7)(8)。

地位指数と年輪幅

の林齢による変化

わが国の主要造林樹種であるスギ，ヒノキの成木林を構成する林木の

年輪幅が林齢とともに，どのように推移してゆくか。これは各林分の諸

条件により多種多様であろうし，筆者はその平均値を不勉強にして知ら

ない。しかし，前記の『林地土壌生産力に関する研究』のなかで，全国

的にみても生産力の高い静岡県天竜地域で測定された資料（9）より，筆者

が計算した結果を表示すると表・2のとおりである。スギについてみる

と，地位の低い林地(地位指数9-14）では25年から30年生の間で年輪

幅がすでに2mmを割り，地位中庸の林地(地位指数18前後)では35

年から40年生の間で2mmを割り，地位の高い林地(地位指数20-21)

では55-60年生で確実に2mmを割っている。そして，地位指数が低い

林地では林齢50年以上になると年輪幅は1mmを割る。いずれにして

も，年輪幅は林齢の増加とともに小さくなり，材全体としてみると不揃

いとなり，前記のstarvedwoodの状態となる。この現象はヒノキで

はさらに顕著にみられ，林地生産力の比較的高い所でも35-40年生でそ

の年輪幅は1mmを割り，低い林地では25年生で1mmを割っている。

このような条件下での成木林施肥は，スギやヒノキといえども材質－

少なくとも比重を低下させることなく，しかも材積を増大させる技術と

‘して評価してよいのではあるまいか。
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表･2林齢の増加に伴う年輪幅の変化の1例（猫調整）

林 齢階

5101520253035404550556065707580年

7．35．12．71．51．92．51．41．71.62．01．81．91．71．41．4

6．53．63．63．11．82．02．22．12．32．01．81．7

7．75．23．43．62．82．41．81．71．41.51．41．31．3

3．13．12．01．81．31．41．41．31，11．01．21．1

5．84．32．43．21．72．12．01．91．21．21．21．00．7

4．01．82．21．91．81．31．01.00．80．80．80．9

解析木
Nb．

81年

73年

73

73

73

73

2005

1004

1008

1m5

1m9

10C6

１
０
８
４
３
９

２
２
１
１
１

注：表の数字は5年おきの5年間の平均年輪福(mm)を示す

わが国は温暖多雨の気候条件下にあり，その森林土壌の生産力も世界

的にみて高い水準にあるものと考えられている。マクロにみて当を得た

見方であると思うが，今後次第に長伐期を指向し，また林業労働力の過

疎化現象が打開できないとすれば間伐作業に期待をかけることには無理

があり，そこに生産される材の年輪幅は林齢の増加とともに1-2mmを

割り，不揃いなものとなる。幸いスギ，ヒノキはマツ類にくらべると

starvedwoodが生産されにくい特性をもっているが，年輪幅が1－2

mmを割る林齢に到達したときの成木林肥培は，その肥効により年輪幅

2-3mmになったとしても，実用的に強度に及ぼす影響はほとんど無視

してよいのではあるまいか。しかも，成木林を構成する直径の太い木の

年輪幅の増大は，たとえそれが1-2mm程度でも材積に及ぼす影響は大

きいものがある。成木林肥培の効果に疑問をもたれる方もおられるが，

林業試験場と前楴営林局の共同試験(10》<ﾕ'》では上述のようなプラスの成

果を実証している。

このように考えると，成木林肥培といえども量と質とが共存しうる場

があり，しかもその場が国有林，民有林の土壌調査結果によりかなり広

い面積で存在することが推察できる。この拙文が量と質との共存へのア

プローチへの一里塚になれば幸甚である。

末筆ながら，この小論を書くのに相談にのっていただいた林業試験場

木材部の中野達夫，土じよう部の久保哲茂，藤田桂治の諸氏，ならびに

筆者の在官中からいろいろご教示をいただいた加納孟氏に厚くお礼申

しあげる。

量と質との共存を求

めての成木林肥培

参考文献

大政正陸：ブナ林土壌の研究林野土調報No.11951

林業試験協土じよう部：林野土壌の分類（1975）林試研報No.2801976
眞下育久：新しい林野土壌分類体系林業技術No.4101976
稿本与良ほか5氏共著：造林適地の選び方（第3章眞下育久：土壌のよしあしと造
林木の成長）全林協1967

藤田桂治：成木施肥全林錨1977
加納孟：林木の材質日林協1973

加納孟：スギの材質（第2報）西川産スギ林試研報No.1341961
太田貞明：ソフトX線による樹木の年輪構造解折（第1報）汚染大気下で生育した樹
木の年輪椛造木材学会誌24(7)1978

林業試験場：測定研究室資料による

糟隆男．藤田桂治ほか：スギ成木林の肥培効果(1)－9年間の材積増加量85回日
林鰄1974

轆陸男・藤田桂治ほか；同上（Ⅳ）林分密度と肥培効果

（1）

（2）

（3）

(4）

（5）

（6）

（7）

(8）

（9）

(10）

(11）
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野 村勇

円高の林業および木材関連産業への影響

1．考察の視座

ここで与えられた課題は表題のとおりである

が，この課題のとりあげ方には大きくいって二つ

の姿勢があるように思われる。

その一つは，最近現われている円高という実態

が円高差益として輸入商社，木材加工業者（製材

業,合板業など)，流通業者および一般消費者にい

かに還元されているのかといったいわば現象的に

して短期的なとりあげ方と，その二つは，円高な

る事実は基本的にいかなる原因によって現われ，

それが外材輸入および日本林業にいかなる影響を

及ぼしているのか，そしてその事態はいかに評価

されるべきものなのかといったいわば構造的にし

てやや長期的な視座からのとりあげ方とである。

雑誌，新聞といったジャーナリズムの分野にお

いては，一般に前者からの論述が多いように思わ

れるし，それ自体決して重要な問題でないわけで

はない。しかし，率直にいって後者の視座からの

とりあげ方のほうが，円高問題の本質を理解し，

将来への展望を行なううえでいっそう重要である

ように思われる。こういった意味合いにおいて，

ここでは後者の視点に立って円高問題とその林業

分野への影響について，文字どおり一つの私見を

述べることにしたい。

2．これまでの円高と日本林業

円高の実態は昨今(昭和52年以降)我々が逢着

しているものが初めてではない。

わが国が国際通貨基金(InternationalMone-

taryFund;一般にIMFと呼ばれている）に正

式に加盟して，1ドル360円の固定平価の維持を

国際的にも義務付けられることになった昭和27

年8月以降においても，今回の円高まで2回，す

なわち昭和46年12月のスミソニアン調整による

16.88％の対ドル切上げと，昭和48年2月の変動

相場制への移行に伴う最高21.26％に及ぶ切上げ

とを経験しているのである。

したがって今回の円高事態の特徴とその日本林

業への影響を正確に知るためにも，これまでの円

高の構造的原因とそれに関連しての日本林業の動

|句についてみておく必要があるように思われる。

IMF体制は，アメリカを中心とした自由諸国

が国際通貨ドルを中心に各国間に統一的な通貨関

係を作りあげ，その維持のうえに経済の安定的な

拡大を達成することを意図して昭和20年10月に

設立され，昭和22年3月から活動を開始された

ものであるが，昭和35年秋ごろ，それまでの自

由諸国経済における秩序の基軸ともいえる統一的

な戦後の国際通貨体制，すなわちIMF｣体制に亀

裂と動揺がみえ始めた。それは金投機として現わ

れたドルの危機と不信の事態であった。

IMF体制は埜本的にはいつでも要求があれ

ば，アメリカ財務省が1ドルを一定数鐙の金（35

分の1オンス）に交換してくれる保証のうえに成

立しているものであるが，この保証と信頼とが崩

れ始めたのである。

このドル不信と金投機に始まるIMF体制の動

揺は，その後沈静を示すどころか逐年いっそうの

激しさを増し，とりわけ昭和43年における金プ
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一ル協定の廃止と金の二重価格措置の採用以降に

おいては，通貨危機の現われ方もそれまでの金投

機からいわゆる強い通貨への投機とかわり，同時

にIMF体制の核心ともいえる固定相場制自体も

崩壊の危機の様相を深めた。

こういった事態のもとでIMF体制加盟主要

10カ国はドルと金との免換性を放棄した形での

固定相場制の確立を意図して，いわゆるスミソニ

アン通貨調整を昭和46年12月に行ない，各国は

それぞれ対ドルレートを切上げ，そして日本の場

合には1ドル360円から308円と16.88%の円切

上げを行なうことになった。

しかしそれでもドルの不信は維持できず，漸

次，主要諸国は変動相場制へと移行し，わが国も

その一環として変動相場制に移行し，その結果，

対ドルレートは一挙に最高21.26％の円高を示す

ことになった。

かくて長い間，戦後の自由諸国の基軸的通貨体

制であったIMF体制は実質的に崩壊をみること

になった。

そこでいったい，このようにIMF体制の崩壊

を招き，そしてわが国においては円高を現出させ

てきた基本的理由は何なのであろうか。この原因

は端的にはアメリカの国際収支の連続的悪化（主

要な関連国である日本側からみれば国際収支の連

続的向上）に求められるが，しかし問題はさらに

この背後の事由にまで遡求されなくてはならな

い。この事由は正確にいえば時期により異なる

し，またそのウェイトも相違する。しかしながら

そこに貫徹する主要な理由について概括的にいえ

ば次のとおりである。，

まず，アメリカについていえば，

①他国への経済援助，および朝鮮戦争，ベト

ナム戦争等を通じての，いわゆる「たれ流し」と

もいわれる放漫にして巨額なドル支出

②経済競争力の相対的低下

③アメリカの多国籍企業の国外での利潤リザ

ーブ

④莫大な石油輸入

⑤傾向的なインフレの促進，などが指摘でき

る。

次に，アメリカ以外に求めれば，日本，西ドイ

ツ，とりわけ前者の激しい増加率をもっての対米

貿易収支の黒字動向をあげることができる。

すなわち，日本の対米貿易収支は昭和30年以

降一貫して出超に転じ，そして同時に貿易収支の

黒字額を拡大してきている。これをアメリカ側か

ら計数的にみると昭和30～46年間の対日赤字累

積額は約82億ドルにのぼっている。そしてその

後の昭和47年におけるアメリカの貿易収支総赤

字額約65億ドルのうち，6割強の41億ドルが，

また49年の貿易収支総赤字額約23億ドルの7割

強の17億ドルが対日貿易赤字によって占められ

ているのである。

以上のようにIMF体制崩壊の理由（アメリカ

にとってはドル安，そしてわが国にとってはこれ

までの円高動1句の理由）についていえば，アメリ

カ内部の諸事由と，それ以外の諸原因があるが，

後者についてはわが国の輸出志向型（これは大規

模，近代産業偏重にも通ずる）の高度経済成長の

展開をあげることができる。

わが国の輸出志向型の高度経済成長（以下ただ

単に高度経済成長と略称する）は，当初，世界経

済の拡大基調，めぐまれた資源入手環境，および

日本経済の国際経済における相対的な小規模性な

どの諸条件のもとで国際的にも国内的にも大きな

諸問題に逢着することなしに展開されてきたので

ある。

しかし1960年代末ごろからわが国の高度経済

成長は年を追って国際的には上述してきたごとく

円高を一つの具体的事実として厳しい対日経済対

応（アメリカをはじめとした諸外国の）といった

諸問題に遭遇してきている。そして国内的には，

激しい産業間の発展格差ならびにそれどころか農

林業といった相対的に弱少な産業においては全体

的な衰退と一部に崩壊を，そしてさらに人間の生

存を脅かすような激しい環境破壊といった幾多の

諸問題に逢着してきているのである（高度経済成

長と日本林業との関連についての私見について

は，拙著；日本林業の隷属的展開，地球社，昭和
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49年刊を参照)。 事情の変化としては戦費支出が減少したが，これ

にかわって石油輸入の激増があげられる。

アメリカ商務省は1978年のエネルギー需要の

伸びを年間2.6％とし，石油需要を1～5％増と

みているが，石油輸入はこの後半の需要増勢によ

って，史上最高（日麓870万バーレル）だった昨

年をわずか4％下回るだけと予想している。この

ほか戦略備蓄として年末までに1億2,500万バー

レルの目標を達成するために今年後半に日瞳平均

30～40万バーレルの追加輸入が必要だとしてい

る。

なお，アメリカの事情以外としては，わが国の

依然として維持されてきた輸出志向型の経済体質

とその猛進があることもこれまでと変わらない。

ともあれ，上述のごとくこれまでと本質的に変わ

らない脈絡の中で，というよりもいっそう加速化

された潮流のに！』であらわれたといえる今回のこれ

までにみない激しい円高は，ここでの課題である

木材関連業，消費者さらに日本林業にいかなる影

響を与えているかについて以下概述してみよう。

3．今回の円高の原因と特徴一基本的に

原因は同じだが異なる環境諸条件一

今回の，すなわち昭和52年に入ってから現在

(53年9月)にいたる円高の動向は表にみられるご

とく，その局面はこれまでの動向との対比におい

てきわめて長期にわたっているという点と，その

上げ幅が非常に大きいという点で特徴的である。

これを計数的にみると昭和51年12月の円相場

は1ドル約293円であったが，昭和52年に入る

と上昇基調に入り同年12月には前年同月比で

18.1％でアップの240円に，そして53年8月現

在では35.2％アップの190円の水準を記録して

いるのである。

昭和46年12月の円切上げがスミソニアン調整

による固定相場の変更という1回限りのもので，

そのアップ率も16.88％にとどまったことと，ま

た48年2月の円高現象も国際通貨危機の動揺の

中で起こった短期的なもので，その上昇率を最高

21.26％であったことを考えると今回の円高動向

の激しさが理解されよう。

この基本的な原因は，これまでと同じく日本側

よりいえば端的には昭和50年以降の打ちつづく

貿易経常収支の黒字にあるといえるし，そのさら

に背景にある原因としてはまず既述したようなア

メリカの経済事情がある。ただ以前に対比しての

4．円高の木材関連業消費者および

林業への影響

円相場と木材価格の関係については日経（1978

年8月24日)，日刊木材新聞（昭和53年9月8

日）等において，とりわけ後者においてかなり詳

細な考察がなされているが，正直いって各論に入

ってのこれ以上の計数的分析は困難であるという

のが実態であるので，一般的紹介はこれらに依拠

し，そしてそれ以上の考察については十分誤謬の

恐れがあることを前提として率直な私見を加えて

おきたい。

前掲の日経新聞では円高と木材関連業および消

費者への影響について次のように述べている（文

章はそのままではない)。

価格動向を代表的な輸入材である米ツガ丸太

と，それを国内で加工した母屋角材(8.5cmX

8.5cm×4m)でみてみると,51年12月から52

年12月にかけては円高が原因で丸太の輸入価格

は約20％，母屋角材の小売値は12％値下がりし

円の対米ドル相場の推移（単位：円）

月昭47年
別（1972年） (際)|(隙）

301．15299.00

270.00287.60

265.83276.“

265．50279.75

264.95280.40

265.25280.10

263．45297.80

265.30302.70

265.70298．50

266．83299.85

280.”300．10

280.”300．95

昭50
(1975）

297.85

286.60

293.80

293.30

291．35

296．35

297．35

297.90

302.70

301.80

303.00

305．15

、
ノ
０
５
０
０
５
０
０
５
５
５
５
０

馴
泥
〃
２
〃
恩
９
月
〃
“
感
個
々
β

昭
”
叱
屹
”
”
”
”
”
鯛
”
”
妬
蛇

ｒ
、
宮
ｕ
弓
〕
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

昭52
(1977)

289．30

282．70

277．50

277．70

277．30

267．70

266．00

267．30

265．45

250．60

245．70

240．00

昭53
(1978）

241.40

238.70

222.40

222.90

223.40

204.70

190.70

190.20

日
勾
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

｜
Ｉ

１
１
１

310.45

304.20

304.20

304.80

304.55

301．10

301．10

301．10

301．10

301．10

301．10

302．00

(注）①東京外為市場相場，毎月取引最終日の中心相場
②木材備蓄磯総，木材情報より引用
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ている。丸太の下げ幅は円高にほぼ見合ってお

り，母屋角材の下げ幅も加工や流通過程を考慮す

るとほぼ妥当であるといえる。

ところが昨年12月以降の価格はいずれも横ば

いを示している。母屋角材の卸売価格にあたる全

国各地の木材市売相場をみると,昨年12月には1

In3当たり38,000円だったのが，今年4月には

39,000円と強含みとなっている。急激に円高にな

った現在においてもほぼ同じ価格を保っている。

この理由としては2つあるといわれる。その1

つは産地価格の上昇であり，他は輸入商社，加工

業者等の利潤の准得である。

前者については，米ツガ丸太1nl3当たりのド

ル建て輸入価格をみると，昨年12月が82.71ド

ルであったものが，今年4月に88.93ドルと高く

なり，その後も値上がりして8月現在で94～95ド

ルとなっている。このように産地価絡も円高を1

つのチャンスにして上昇をみせている。しかしア

メリカ側の値上げ幅は15％弱でドルはそれ以上

に値下がりしているので,その利益分は輸入商M:,

加工業者，流通業者および一般消没者になんらか

の割合において帰属されていなくてはならない。

この点については正直いって計数的にその実態

を正確に把握できないが，ききとり調査などから

大胆に推定すると，その帰属分の大小の順序は輸

入商社，加工業者，流通業者，一般消費者の順と

なっているように思われる。とりわけ一般消費者

への円高メリットは大工・工務店段階の不鮮明な

建築コスト算出を経由することによりかなり僅少

となっているか，あるいは霧散している懸念もな

いとはいえない。

なお，最後に円高が日本林業に及ぼしている影

響についてであるが，ごく概括的にいえば，円高

動向のもとでもたらされた外材輸入の増加のもと

で現われている価格の低迷（スギ正角の卸売価格

に例をとると52年1月に1nl3当たり63,800円

であったものが53年1月に56,600円，そして8

月に55,600円と漸落傾向をたどっている）と，

一方，賃金の相対的上昇のもとで一般に経営は困

難さを増しているといえる。

5．今後の展望

今回の円高も基本的にはアメリカの国際収支節

度の不足な経済体質および姿勢と，輸出志向型の

日本経済の体質および姿勢といったこれまでの円

高を惹起した一連の脈絡の中で，しかもいっそ

う，緊迫した摩擦の中で発生したものである。

激しい円高は一面，わが国の物価の安定ないし

低下に，そして石油，電力といった特定産業の，

とりわけ巨大企業に莫大な利潤を残したが，反

面，鉄鋼，造船，農林業といった産業，とりわけ

中・小企業に大きな損傷を与えている。

この問題およびドル不信に対するアメリカのあ

り方については一応措くとして（これも無視でき

ないほどの大きな問題だが)，一体，輸出志向型

のこれまでの日本経済の構造ないしその進み方

は，これまで何度か襲った円高を克服してきたご

とく，今度も無事これを克服してこれまでのごと

く非常に高い経済拡大の基調をたどっていくこと

ができるものであろうか。

結論からいうと誠に困難であるといわざるを得

ない。その大きな理由は，日本経済をとりまく諸

条件，とりわけ石油をはじめとする諸原料資源の

入手条件が非常に厳しくなったこと，世界経済の

拡大基調が低下したこと，そして日本経済の世界

経済に占めるウエイトが大きくなったこと，等が

あげられる。こういった諸条件の変化のもとでの

日本経済の今後は，大胆にいえばインフレの懸念

を伴っての内需拡大による円高克服ではなく，輸

出，それも巨大企業の輸出抑制に主力を傾注し

た，下村治氏のいう国際および国内双方に対し

ての《《がまんの均衡”路線の選択にあるように思

われる（下村治，鈴木幸夫著j低成長をどう生

きる，財経詳報社，昭和53年9月参照)。

これはここでの視点である日本林業に関連づけ

ていえば，少なくともこれまでのような大規模・

近代産業偏重政策（中央集権化を伴った）から国

内農林業尊重政策側方分権化をいっそう重視す

る）の方向への転換を意味しているといえるので

ある。

（のむらいさむ・林業試験場経営第一科長）
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採跡地に天然更新し，成林後択伐が繰り返されたにもか

かわらず，優れた森林として存在しているのは，その自

然条件とヒノキの特性によるところが大きいと思われる

が，そうした森林生態学，自然保護等の観点と同時に，

歴史的過程をふまえて木曽ヒノキ天然林の成立をさぐる

必要があろう。

本稿は，長野営林局の「木曽ヒノキ林総合調査」の一

環として行なった年輪調査の林分構成等のとりまとめ資

料と，林業史の照合等を行なって推測したものである。

年輪調査とりまとめは，木曽谷9営林署職員および計

画課林業試験係の職員の協力を得たものであり，徳川時

代林業史は，徳川林政史研究所（所三男所長）の「研

究紀要」および資料の提供を受けたものである。

はじめに

現在ヒノキ天然林が最も広く分布しているのは木曽で

ある。その面積はおよそ27千ha,蓄蔵は510万nl3で

ある。

このヒノキ天然林は，大半が徳川時代の初期から中期

に行なわれた強度伐採跡地に天然更新した二次林である

と推測される。

この推測は，伐採林分の樹齢分布調査と徳川時代木曽

林業史との照合および生態学的な更新の可能性等の検討

の結果得たものである。

従来この木曽ヒノキ天然林の成立については,(a)原生

状態で継続してきた,(b)択伐によって維持されてきた，

(c)徳川時代の造,林成果である，などの税があったが今回

の調査研究の結果否定的となった。

また，現在の木曽ヒノキ天然林が，徳川時代の強度伐

1．木曽ヒノキ林の概況

ヒノキ林は木曽全域に分布しているが，中南部が多く
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北部には少ない（図・1参照)。

中南部は，花崗岩，石英斑岩等の酸性岩を基岩とし，

冷涼多雨な気象等によって，ポドソル化土壌が分布し，

一般にせき悪地帯である。この自然条件が他樹種との競

争関係においてヒノキを優先させたが，反面，北部およ

び隣接する伊那谷は，土壌条件が良く，他樹種を優位に

たたせた。

ヒノキの垂直分布範囲は，標高600～1,800mで，下

部は暖帯，上部は亜高山帯の両接剛滞に及んでいる。し

たがってヒノキとの混生樹種は，木曽五木（ヒノキ．サ

ワラ・ヒバ・コウヤマキ・ネズコ）と,モミ属,ツガ属，

およびミズナラ・クリ・カンパ類等である。

平均的ヒノキ林分は,ha当たり蓄積400m8,本数300

本'平均直径40cm,平均樹高20mであり,樹齢は250~

300年が多いが，伐採の時差等により地域差がある。

多くのヒノキ林は，徳川時代に強度伐跡地に天然更新

した二次林であるとみられるが，択伐が繰り返され高樹

齢の大径木の多くが伐られ原形はとどめていない。

択伐量の少ない密な林分は，蓄積1,000nl3を越えて

いる。また徳川時代初期の更新林分の多くは，明治以降

に皆伐され人工造林となっている。

2．木曽林業史

木曽の林業関係資料は，時代をさかのぼるにつれて乏

しくなり，近世以前は，伐出関係は系統的・数量的にも

明らかではない。しかし，断片的に残された文献によっ

て，徳川時代の大量伐採は容易に推測しうる。
くれどい

1500年代は,樽木，土居などの半製品が生産の主体

で，牛，馬などによって京都方面に陸送されていた。年

間の伐採量は5～10千nl3程度であろう。

この木曽産のヒノキ材は，良質材として高く評価され

ていたが，当時は西日本にもヒノキ資源が残っており，

輸送の不便な木曽ヒノキ林については，領地争奪が生じ

るほどの評価はされなかった。木曽ヒノキが注目されは

じめたのは，近世以降である。

（1）ヒノキ材大儲雄産の開始

天正18年(1590)に豊臣秀吉は，木曽氏の領有してい

た木曽（裏木曽を含む。以降林業史では木曽と総称す

る）を直轄領とした。

当時西日本のヒノキ資源は，千年余にわたって飛鳥～

京都などの政治中心地における宮殿,城郭,社寺,橋梁，

造船等の用材として伐採され，すでに掴渇状態に陥って

いた。残されたのは信州の伊那と木曽で，木曽が最大の

資源を有しており，秀吉はこの資源を高く評価し，大量

生産を目ろんだが，秀吉時代は短く，その伐採は，美臘

山，裏木曽，木曽南部の一部にとどまった。

秀吉の没後，関ヶ原の戦い直後の慶長5年(1600)に，

徳川家康が木曽を直轄領とし，流送によるヒノキ材の大

量輸送をはかるため，河川改修を行なった。

だが家康時代の伐出も，秀吉当時と同様に木曽南部に

とどまり，15年後の元和元年（1615）に，ヒノキ材の江

戸への供給を条件として尾張徳川義直に木曽を譲った。

尾張藩領となって，ヒノキ材大量生産は本格化した。

（2）徳川時代初期の大量伐出

徳川時代およそ270年間の木曽ヒノキ材生産量は，

1,500万]n8程度と推測される。

なかでも初期の70年間に,近年の伐採量に匹敵する年

間10万､Xn3あるいはそれ以上の大量な伐出が行なわれ

た。この伐出は木曽川下流部から，逐次本・支流沿いに

搬出の便利な森林を選んでさかのぼり，一順後，再び下

流部支流の奥地林から逐次上流奥地林へと進んだ。この

伐採の順序が現在のヒノキ林樹齢構成に現われている。

徳川時代に入って100年程度で，木曽ヒノキ林の大半

は伐りつくされたとみられるが，ヒノキ伐出量の急激な

増大の条件として,(a)尾張藩が，森林の管理・経営と木

材生産体制を整備し，林業労働者に対して供米等の措置

をとったこと,(b)木曽川本・支流の河川改修を行ない，

木材の大量流送を可能にしたこと,(c)薊などの熟練者を
林業先進地である飛騨，吉野，熊野，阿波，土佐などか

ら集め，労働力を確保したこと，などがあげられる。

ヒノキ材生産の増大とあいまって,木曽街道と木曽11
そ主

宿が整備され，山間部には，杣集団などの移動により集

落が形成された。また，人口も急増し，木曽の地域経

済，文化は，著しい変革をみた。

（3）伐出方法

徳川期の大量生産は，伐採率(材積比)80～90％の強度

伐採と推測できる。これは，現在の林分椛成，樹齢幟成

および徳川時代末期の伐採跡地天然更新林分からの推測

による。「強度伐採」という呼称は，現在の林学用語に

はない。類似的な用語として「皆伐母樹保残｣，「漸伐」

などがあるが，いずれも適当ではなく，ここでは，あえ

て「強度伐採」と呼称する。

当時の伐採では，尺上(33cm以上）の良材のほとん

どを伐採し，これ以下の小径木と形質不良な中・大径木

を残した。ただし，小径木も撒出用資材として伐採して



いるし，資材不足になってからは，8寸上(25cm)ま

たは7寸上(22cm)を伐採するようになった。

しかし，こうした強度伐採は，天然更新を意図したも

のではなく，利用可能なヒノキを残らず伐ったものであ

ろう。当時は，木を伐れば次の森林が育つという素朴な

考えがあったとも思われる。
にしごうり<超

流送は錦織（岐阜県恵那郡）までは管流し（単木で流
いか超

す）が主体で，ここから筏に組んで名古屋の白鳥まで流

送した。この流送は大正年代の鉄道輸送まで続いた。

徳川時代の「伐木目論見書」（伐採予定簿）によれば
たけ

丈3丈（約10m),末口3尺（約1m)という大径木も

伐出されている。

（4）保謹政策

徳川時代初期の大量伐出によるヒノキ資源の大幅な減
とめす

少に伴い，寛文5年（1665）に「留山」「巣山」などの

森林保識政策がとられた。この政策は，蓄積の多い残存

林分の伐採を必要に応じ規制したもので，その大半は，

木曽川各支流の中流部より奥地の森林であった。

しかし、寛文以降も大量伐出は継続され，ヒノキ林の

､大半は伐りつくされた。これに対し宝永5年(1708),
ちょうし

四木（ヒノキ・サワラ・ヒバ・コウヤマキ）を停止木

（禁伐）とし，地元民の伐採を制限した。さらに享保

5～9年(1720～24)には留山，巣山を拡大，享保13年

（1728）にはネズコを停止木に加え，いわゆる木曽五木

の禁伐措置をとるなど，保謹政策を逐次強化した。その

結果,1700年代には伐採通が減じ,1600年代の1/3以下

となった。

（5）徳川時代の抜伐り

保護政策強化以降も留山の強度伐採は続いたが，木材

生産の主体は抜伐り(択伐的伐採)であったとみられる。

この抜伐りは，初期の強度伐採の際残されて，大径木に

生育した林木，および天然更新樹の中径木などを対象と

したようである。これは明治時代まで続いたが，この抜

伐りによって，ヒノキ原生林が現在まで存続してきたと

みる誤解が生じた。

（6）徳川時代末期の伐採

寛文3年（1791）には森林状態が回復に向かったとし

て，伐採量を増加している。

1800年代も抜伐りが主であったが,初期の天然更新林

分で200年生程度に達した尺上材が利用しうるようにな

り，1850年代には,一部の林分で再び強度伐採が行なえ

るようになった。

（7）明治以降

13

尾張藩によって260余年にわたって管理・経営された

木曽山林は，明治2年(1869)，明治政府に引き継がれ，

官林として新しい，体制下に置かれた。

明治初期は，官民区分等の混乱期に当たり，抜伐りお

よび強度伐採が行なわれた。

明治22年(1889)には，官林から帝室御料林となり，

昭和22年の国有林編入まで58年間帝室林野局の管理下

にあった。

御料林時代は，皇室財産の維持という目的で計画的伐

採が図られたが，伐採量は明治中期以前よりも若干増え

たにすぎない。この御料林では皆伐した後に優れた人工

林がつくられた。人工造林の成果は，造林技術の発達に

よるもので，大正以降も皆伐後に人工造林した場合が多

い。しかし，択伐も併行され，昭和10年代からは択伐

が主体となり，太平洋戦争終了ころまで続いた。

その後昭和22年の林政統一により，御料林は国有林

に編入され，現在まで皆伐後に人工造林を行なうのが主

である。

これらの人工林の大半は,徳川時代強度伐採した後,天

然更新した二次林をさらに伐採造林した三次林である。

3．木曽ヒノキ林の樹齢構成

ヒノキ林の成因を究明する際，重要な因子となる樹齢

椛成については，木曽谷各営林署関係職員の協力により

83林分の調査データを得た。

近年の伐採箇所が一般的に奥地林であり，徳川時代初

期に天然更新した二次林のうち，伐出便利な下流は，明

治以降に皆伐され人工林となっ.ているため，今回の調査

林分は,1600年代後半以降のものが多く，寛文5年の留

山で1700年代伐採の林分が含まれている。

樹齢構成は，調査地(0.1～0.5ha)ごとに，伐根年輪

数を基準とし，伐根高による年数加算（伐根間10cmに

つき3年）をし，さらに1977年を埜準として，伐採後

の年数を加算，樹齢を20年階に括約して，本数分布お

よび平均樹齢，分散，標準偏差を計卿:した。

各林分の樹齢分布グラフを検討した結果，3区分に大

別できた。

Aタイプ〔一山型〕は，ほぼ正規分布で，樹間階中央

部の40～60年の範囲にピークを示し，一斉天然更新の

典型とみられる。この分布例として，伐採時期の推測で

きる1例が図・2である。

Bタイプ〔二山型〕は，樹齢階の高いところに高い山

型のピークがあり，樹齢階の低いところに低い山型のピ
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図･3Bタイプ〔二山型〕樹齢分布例（三殿92は）

一クがある。高い山型のピークは，一斉更新を示すもの

であるが，低い山型のピークは今から100～150年前こ

ろの強度な択伐による更新を示している。

つまりAタイプと類似的な成立をした森林に徳川時代

中期以降,強い択伐が施されたことを示す。図･3でBタ

イプの1林分を例示した。

Cタイプは,A,Bの判断がむずかしく，バラツキが

大きい。

洲査林分83のうちAタイプ34%,Bタイプ54%,C

タイプ12％であった。

更新時期は，下届植生等の条件によって，若干のずれ

園60‐

40

｜刑
20

本数 ~脂 声
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図･2Aタイプ〔一山型〕樹齢分布例（野尻14861)
元禄6～16年（1693～1703）ころの伐採，284～274年前

はあるが,A,Bタイプとも高いピークを示

す時期，つまり現在より約250～300年前と

予測できる。また各林分の平均樹齢を更新時

期とするのは，適当でない。なぜなら，平均

樹齢が樹齢階の本数分布によっても異なり，

特に木曽ヒノキ林の比較的に樹齢の高い大径

木が択伐により伐採されているからである。

したがって平均樹齢の20～40年前が更新

時期とみられる。

調査林分の平均樹齢分布を示したのが図・4

であり，250～:300年に64%,250年以下が

18影，300年以上が18％である。300年以上

の林分が少ないのは，調査林分が一般的に奥

地であることや1600～1700年代に伐採が集

中したことによる。
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4．木曽林業史との照合

徳川時代林業史と樹齢構成等を照合するこ

図･4木曽ヒノキ林の平均樹齢分布（83林分）
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図･5木曽林政史とヒノキ樹齢分布例

iii)種子が定着し，発芽できる状態であること

iv)稚樹が生長するのに必要な照度があること

以上の条件を徳川時代の強度伐採は具備していたと考

えられ，この条件を択伐および皆伐と比較してみると，

択伐はiiを欠き，皆伐はiとiiを欠いている。

強度伐採でこの条件等を検討してみると次のことがわ

かる。

①強度伐採の際に残されたヒノキは，陽光を十分に

受けて，早期に結実し，母樹の役割を果たす。また，

ヒノキ壮齢木は強度の疎開にも適応する。

②密度の高い森林を強度に疎開すると，結実，発芽

が早く，下層の広葉樹，潅木等が少なく，この繁茂前

に稚樹が生育する。

③現在のササ密生状態から，当時も類似的分布を考

える人もあるが,図･4の平均樹齢の分布状態からみて

60～80年間の周期的なササの開花枯死と更新を関係

づけてみるには，否定的な要素が多い。数千年前か

ら，ヒノキ原生林として続いてきたとみるならば，強

度伐採当時のササの分布する林分があったとしても，

とにより，現在のヒノキ林の成因が推測でき，林業史の

欠落を補うことも可能となった。・

図・5は，林業史年表と樹齢‘撒成を例示したものであ

る。伐採方法，伐採盆等は不明確なため，現在の林分構

成・樹齢購成調査およびヒノキの生態的特性などによっ

て推理する。その結果は,(a)史料から予測できる伐採の

進み方と樹齢は関連性がある,(b)伐採時代が予想できる

ヒノキ林は，数年あるいは十数年で更新している,(c)留

山とされたヒノキ林が数十年後に伐採され，早い時期に

更新している,(d)徳川ll寺代初期～中期は強度伐採，中期

以降抜伐りと推理できる,(e)徳川時代に入って100年間

の大量伐採と以降の伐採趾低下の傾向が，照合できる，

などである。

5．生態的にみた天然更新の可能性

天然更新の主な条件としては，次の事項がある。

i)更新する樹種が，伐採前の森林を樅成する主要樹

種であること

ii)更新に必要な種子を得られる母樹があること
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全域的にはその分布は少なかったとみるのが妥当であ

ろう。

④強度伐採による上層林冠の疎開は，生長に必要な

照度を与えることになるが，択伐作業を実行したヒノ

キ林の場合，照度不足による不良更新林分が多い。

⑤更新した雅樹が林冠を形成するころ，森林保謹政

策強化，特に木曽五木の伐採禁止によって，一般住民

は，いきおい広梁樹を伐採利用せざるを得なかった。

このためヒノキの比率が高まったが，奥地林まで手が

入らなかったとみられる。このことは，直接的な更新

成果につながらないが助成的効果をもつ。

さらに木曽は，ヒノキ生育の適地であり，強度伐採の

天然更新の成功もこの自然条件によったものである。

木曽東部の伊那谷では，同様の伐採跡地がモミ，ツガ

類あるいはミズナラ，カンパ類が優先する森林に変わっ

たところも多く，西日本のヒノキ天然林分布地帯も同様

な経過をたどったとみられる。

まとめ

以上のデータと徳川時代林業史との関連から，強度伐

採一天然更新という木曽ヒノキ林の成立過程が推測され

た。この天然更新の成果は，明治以降の択伐更新の不良

とは対称的であり，林学的理論がなかったとしても，当

時の強度伐採の成果は参考となろう。

しかし，ストレートに今後の施業技術に結びつけるこ

とはできない。徳川時代初期に比べて，ササの分布密度

も異なり，更新期間の短縮および確実な成林を図ること

が木来の林業技術と考えられる（林業技術1978No.433

木簡ヒノキの天然更新とササ赤井竜夫)。

しかし，木曽ヒノキ林の成因を知り得たことにより，

今後の森林の取扱い，および自然保護と森林など，各種

の問題について示唆を受けた点は意味深く，各地の著名

な森林帯調査の参考となれば幸いである。

調査およびとりまとめ，資料提供をいただいた各位に

感謝の意を表するものである。

(はらだふみお・長野営林局計画課）

〔参考文献〕所三男：研究紀要1～27徳川林政史研究所

全く新しい斜面測量器

－－一一一一一一一一一一

●軽逓で取扱、使用が非常に簡単

●山地等の傾斜測量

●地うこり、崩壊地の測量

●考古学、地質、断層崖の測量

●河川の堤防・道路・鉄道・林野に

おける斜面測量

●人員と時間を削減し経済的な器械
－－一－－－－－－－－－
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〃騨瀧離郷辮近の
ブナはブナ属の樹種で，北半球の温帯に約10

種が分布している。わが国にはブナとイヌブナの

2種がある。ヨーロッパにはヨーロッパブナ，北

米にはアメリカブナが広い領域をもっている。台

湾にはタイワンブナがあり，中国にも3種があ

‘る。分布は広くヨーロッパからアジアに及び，世

界の温帯の代表樹匝である。

ブナはシロブナ，ホンブナ，ソバグリ，方言で

はノジ（近畿，中国)，アオブナ（静岡)，タコブナ

（岐阜)，オモ（愛媛）などとも呼ばれる。イヌ

ブナはブナに比べて樹皮が黒いためにクロブナと

もいうが，分布の領域はブナよりも狭く，利用上

の価値も低いので「ぶな」といえばほとんどホン

ブナのブナを指す。ブナの語源は明らかではない

が，『大和本草』や『越後名寄』など江戸時代の

博物・地誌にはその名がある。漢字では撫，掬，

17

橿櫟，山毛樺，鉤栗，溺儲の名がある。江戸時代

以前からブナが橿・儲・栗(カシやクリ）の仲間で

あるとしていることは，科学的な分類学の立場か

ら西洋においてもカシ類，ナラ類の代表種として

ブナを選んだ自然を見る目の東西の一致として興

味が深い。ヨーロッパでは7000年前からブナが

人々の文化と生活の背景にあった。実を食用にす

るばかりでなく，樹皮は文字を書く紙の代わりに

用いられた。Book(書物）の語源はブナの古い言

葉(bece,boc,boko)に由来するといわれる。ブ

ナが繁茂する土地は生産力が高く，美しく，豊か

であるともいわれる。わが国では，『万葉集』な

ど古い記録の中でブナにふれるものはない。これ

はブナが成立する場所が，わが国では人々の生活

から遠い高い山地にあり，ヨーロッパではわが国

より冷涼な気候のため，平地で人間の生活域に近

いところにブナ林が広がっているためと推察され

る。生活域の距離からいえばヨーロッパや北米の

ブナ林はわが国のシイ・カシを主とした照葉樹林

に相当する。両者ともに人間社会の発展につれて

伐採利用，開発されてきた群落である。

ヨーロッパや北米において古くから極相として

繁茂してきたブナ林は，毎年大地に豊富な腐植を

還元し，根系は土壌を耕転し続けてきた。このよ

うな落葉広葉樹林の跡地は土壌は肥沃で，豊かな

農作物の生産を保証した。農耕文化の発展にとも

なってブナ林は田畑や都市に交代した。材は家屋

や家具を作るのにナラなどとともに有用材として

珍重された。

ブナの属名「ファグス」はギリシャ語で「食べ

られる」の意味である。寺島良安（1712）の『和

漢三才図会』でも種子の形は三稜形で蕎麦の形に
●●

似て大きく褐色で，これをいって食用にすると説

明している。東西ともにブナの種子は食用に供さ

れ，ききんの年には食料として飢餓から人間を救

ったにちがいない。ソバグリというのはその実の

形をあらわしている。山毛檸と書いてブナに当て

ているが，これはブナの葉がケヤキの葉に似てい

ることによっている。
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地球上にブナが現われたのは中生代後期の1億

5000万年ごろと考えられている。ケヤキ，カエ

デ，カバノキ，ニレ，ナラ類とともに落葉広葉樹

林の主要構成種として繁茂し，氷河期時代には南

の地域や低地にまでブナが押し出し，暖かい時代

には北の地方や山頂に押し上げられた。

広葉樹林にはブナのほかに，照葉樹，落葉樹を

含めて多数の樹種があるが，ヨーロッパ，北米，

日本ともに，ブナのように単一樹種が優占極とし

て森林をつくるものは少ない。

明治18年，当時の農商務省の役人であった田

中壊氏は日本全国の植生を広く調査して,『植物

帯調査報告書』をまとめている。これはわが国植

生調査の第1号であって，各地に優占する森林植

生を説明し，森林帯を区分している。この調査は

明治12年から18年まで7年にわたるもので，こ

の時代にこのような調査がなされたことは注目に

値する。さて，この中で田中は数種の優占種によ

って森林帯を区分している。南から溶樹帯（アコ

ウ)，クロマツ帯，間帯，ブナ帯，シラベ帯の5

つである。ブナは森林帯の代表種として上げられ

るほど極相として繁茂していた。

その後，本多静六氏による『日本森林帯論』に

おいてもブナ帯なる言葉を残している。本多は，

ブナ帯は年平均気温が6｡～13｡Cの範囲であると

した。戦後(1949)，吉良竜夫氏はブナ帯を落葉広

葉樹林帯とし，月平均気温で5°C以上の値を加

算した「温かさの指数」が45-55｡～85｡であるこ

とを明らかにした。この中でも落葉広葉樹林帯の

主体はブナであるとのべている。このように森林

帯の主役をなすほどわが国におけるブナの勢力は

大きい。

ブナの水平分布は，南は鹿児島県大隅半島の高

隈山1,237m,北は北海道寿都郡三和村で，長万

部，黒松内，寿都を結ぶ線上にある。垂直分布は

九州地方では海抜1,000m以上，中国．四国では，

800～1,700m,中部地方では600～1,600m,ZII

北地方では300～1,800m,東北・北海道では海

岸からブナ林が成立している。関東以西ではブナ

は山頂部に照葉樹林に追い上げられた形で分布す

1k

次第に衰退する大隅半島・商隈山の南限のブナ林

る。単木で落葉広葉樹林の中に成立するのではな

く，多くの場合，林分として集団で分布してい

る。これは日本の各地が冷温であった時代にブナ

を主とする落葉広葉樹林が広く繁茂し，気候が温

暖になるにつれて暖地の極相群落であるシイ・カ

シ類を主とする照葉樹林に生育の価域を譲り渡

し，生育に適した冷涼な気候の山頂に遺存したこ

とを意味している。

地球は暖かくなっているか，冷えているかとい

った議論がある。マクロな気候の反映として出現

する植生の面では寒地性のエゾマツ・トドマツ・

カバノキ類が繁茂した時代から暖地性のマツ類・

常緑広葉樹が生い茂る時代に遷移しているといわ

れている。古い地層からでる花粉分析の結果でも

明らかである。古生態学における群落遷移の面か

らはわが国の気候は暖かくなっているといえる。

長い時間をかけた環境変化からみれば，西日本の

山頂に帽子型に遺存するブナ林は次第に姿を消す

にちがいない。

このような地史的な植生遷移を現在の林況に当

てて考えることは困難であるが，筆者が西日本各

地のブナ林を調査したところでは，これらの林は

東北地方のように旺擬な生長と更新をしているも

のは少なく，枯損木が多く，更新種樹の発生が悪

くて恒続林として齢級の連続性に乏しい林が多か

った。南限である高隈山では保謹林と‘して厳重に

保護されているにもかかわらず，林内に後継樹の

発生はほとんど認められなかった。現在自生する

上木が枯損消失すればブナ林の南限はもっと北に



移行するにちがいない。極相群落が消失する原因

にはいろいろ考えられる。人為や火災，病虫害，

気候の変化，他植生との競合など各種である。

『魏志倭人伝』によれば紀元2～3世紀の西日本

の植生は照葉樹林におおわれていたと記されてい

る。現在ほとんどの地域を占めているアカマッ・

クロマツを主とするマツの森林は人間文化の発展

に伴うもので，集落や耕地をつくるために，また

日用品や装飾品としての陶器を焼くために平地の

照葉樹林は破壊され，二次林として，陽性で初期

生長が早いマツ類が繁茂し，人間による利用が繰

り返されて，現在のようなマツ林が成立した。人

間の密度が高くて，森林の利用がはげしい地方で

は森林土壌の流乏から土地生産力は低下して，せ

き悪不良林地となった。

森林の分布と様相を変える大きなエネルギーに

火がある。人間は火を用いて森林を焼き払って耕

地を造り,獣を追い出して猟をした。また,自然に

発生した火も森林を焼きつくした。ブナ林の北限

は渡島半島であるが，本多静六氏によると，石狩

原野は地勢が平たんで風が強く，しばしば野火が

入ったために野火に弱いブナ，トドマツ，エゾマ

ツの類が消失して，野火が入らない山岳地帯に残

り，平地には野火に強いカシワ，ナラ，ニレ類の

森林になったと説明している。病虫害も植生の分

布に大きな影響を与える。メタセコイアやイヌス

ギ属の樹木，コウヨウザンなど，今は日本に自生

しない多くの種が，かつてわが国に生育し，繁茂

していた時代がある。これらの種がどうして絶滅

したか明らかではない力青，大面積的に分布してい

た種がすべての地域から姿を消すには，それに相

当する大きな作用があったと考えられる。気温。

降水量など気象条件の変化，火山活動に伴う火

災，そして集団としての活力を失った樹木は最後

には病虫害によって絶滅したと考えられる。

群落の分布はその周辺では気候による影響を受

けやすい。多少の気候変化が群落の活力に関係す

る。ブナの分布の南限である高隈山のブナ林の更

新木を伴わない群落としての活力が低下した背景

には大きくは寒地植生から暖地植生に移行する気
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候の変化を考えさせられる。人為によって照葉樹

林からマツ林になった林でも，暖帯ではマツ林の

中にシイ・カシ類など常緑広葉樹の侵入が見ら

れ，かなり早い時期に極相の常緑広葉樹に近い林

相に遷移することが予想される。ブナ林が優占す

る東北地方で伐採跡地がすべてブナ林に更新した

例はきわめて多い。これは照葉樹林あとのマツ林

が再び照葉樹林になることに似ている。これには

人間の力以上の環境の働きがある。

南限のブナ林には東北のブナ林が繁茂するよう

な冷温多雪な環境条件はない。このようなところ

では他群落との関係も群落の生存に関係する。わ

が国のブナ林はほとんど林床がササ類におおわれ

ている。寒冷な北方や高地はチシマザサに，多雪

地帯はクマイザサが，西日本ではスズによって占

められる。ササが繁茂すると林床は暗くなり，密

にはびこったササの根系が盛んに養・水分を吸収

するので，ブナの更新は著しく制限される。ササ

生地では全く稚樹が認められないのに陽光の当た

る道路ふちや倒木跡地などでは足の踏み場もない

ほど大量のブナの稚苗が更新している例はきわめ

て多い。高隈山のブナ林も林床は深いスズにおお

われている。そのササ群落の勢力は上木のブナが

枯衰して林床が明るくなるほど大きくなる。この

ようにスズ群落の勢力が大きくなってくると，林

床は暗く，養・水分の吸収面でも根系の競合があ

って，ブナの稚樹は成立しなくなる。ブナが繁茂

している北陸，東北などの多雪地帯では雪がササ

の倒伏を助長し，地表の水分条件をよくしてブナ

の更新を助けている力武，西日本では気候的にこの

ような条件は存在しない。

学術的にも生物の分布の限界にあるものは残し

ておきたいものであるが，高隈山の南限ブナ林の

林況からも推察されるように，ただ自然に残して

おくだけでは，ブナの更新は繁茂するササ群落に

妨げられて，高木の枯死とともにいずれ消滅する

にちがいない。ブナ林が成立する気候条件の中

で，南限のブナ林を存続させるためにはササ群落

の勢力を抑制して天然更新が円滑に行なわれるよ

うな適当な技術の投入が必要である。



20

林床の根系の土壌緊縛力を測定する

南限の高隈山ではこのような現象が明らかであ

るが，同様な事例はブナ林が優占する地域につい

ても存在する。ブナ林をそのままに放置するだけ

が，ブナ林を保護することにならない。東北地方

でも老齢過熱林が増加し，林床は密生するササに

おおわれ，上木が枯死すると一面のササ生地にな

るところが多い，ブナ林保護の立場からすれば，

上木が枯死する以前に林床の処理をし，立木密度

を適当にして新しいブナ林の成立に人手を借すべ

きである。

広葉樹は針葉樹に比べて土地改良，土地保全機

能が大きい。毎年の落葉は土壌の理化学性を改良

し，強靱な根系ば土壌を緊縛して土砂崩れや表土

の侵蝕を防ぐ。とくにブナの根系は小・中径根が

多く，細根はきわめて細くて土壌粒子中に侵入し

て土壌を固定する。根の質は靱皮繊維が強靱で，

針葉樹のように容易に切断されない。このため根

系の支持力は針葉樹よりも大きく，胸高直径が35

cm程度のブナで最大の支持力が40トン以上であ

ったのに対して，針葉樹の中では深根性で比較的

支持力が大きいスギでも30トン程度で，10トン

の差があった。根系は複雑に分岐して土壌を抱い

ているので，倒伏すると根系は大きな塊り状とな

り，根系に抱かれた土の重さも支持力に大きな役

割を果たす。

根系の土壌緊縛力はスギ，ヒノキよりも大き

く，各種の林分で，林床に土壌緊縛力測定用のク

水かけ試験によって林床の根系の土

壌流乏量を測定する

ワを打ち込んで，その緊縛力を測定したところで

はヒノキは250kg,スギ200kg,ブナ350kg

で,ブナはヒノキの1．4倍,スギの1．7倍の緊縛力

があった。一方，林床に1m×11nの鉄製のワク

を設置して，上から毎分20／の水を散水して土壌

の流乏量を測定したところではヒノキ林は509,

スギ林は709,ブナは209で，ヒノキの40%,

スギの30％の値が得られた。

以上のように,ブナは根系の支持力,土壌緊縛力

がスギ，ヒノキなど一般の針葉樹よりも大きく，

土地保全機能が高い。土砂打止や山地の崩壊を防

止，雪崩を防ぐための保安林として，ブナ林は大

きな役割を果たしている。更新や生産の速度は遅

く，スギやヒノキのように有用な用材としての価

値は低いが，森林の土地保全機能に結びついた生

産の永続性を考えれば，温帯の極相であるブナ林

を上手に更新，保育し，更新を基礎として伐採し

て資源を有効に利用することが望ましい。温帯林

のほとんどを占めるブナ林の利用と更新について

は林学の分野においても多大の関心が払われてき

た。古くからブナ林を造るための研究は多く，現

在でも林業試験場を中心としてブナ林の天然更新

や育種に関する研究が推進されている。このこと

はとりもなおさずブナ林のもつ資源としての重要

性や土地保全機能など公益的な機能が大きいこと

を意味している。

（かりずみのぼる．林業試験場植生研究室）

f
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とクロマッとの混植により，それぞれ主林木の生

長が促進されること，中島ら（1964）はヤシャブ

シ,ヒメヤシャブシ,ヤマハンノキの植栽により，

せき悪地の土壌が改善されることを報告してい

る。いずれもマツを主林木としたものが多く，ス

ギ，ヒノキを対象にしたものは見うけられない。

本稿では，洪積層地帯のせき悪林地で，植栽後

3年経過したハンノキ2種を列状に間伐，その跡

地にヒノキを植栽したところ，好成績がえられた

のでその内容について紹介する。

1．今までの研究成果

肥料木は，根に根粒菌をもっていて空気中のN

を固定するため，せき悪地においてもよく生長し

林地の早期被覆はもちろん，土壊改善，目的樹種

の生長促進にも役立つことが知られている。植村

（1964）は，肥料木の肥培機総として落葉落枝．

根および根粒壊物の林地への還元，根系部からの

化合態Nの分泌，肥料木と主林木の根系部におけ

る有機的連結,炭素同化作用の促進をあげている。

肥料木の混植効果については，森川(1931a)

のマツ類とヒメヤシヤブシをはじめとして，富樫

（1939）はアキグミ，ネムノキとクロマツ，柴田

（1954）はデクレンスアカシヤとアカマツ，植村

（1954）はモリシマアカシヤ，メラノキシロンと

クロマツ，平田（1954）はヤシャブシと天然アカ

マツ，倉田（1955）はネムノキ，ニセアカシヤ，

エニシダ，イタチハギとクロマツ，山崎ら(1954，

'56）はイタチハギ，ヤマモモ，オオバヤシャブシ

2．試験設計と試験林管理

場所は，浜北市根堅地内の傾斜7～20.,標高

100～120m,方位西向,起伏の少ない埴質で,きわ

めて堅密（山中式20～23)な黄色系未熟土のとこ

ろである。試験区設定前は,利用材積がわずかha

当たり50m3にすぎない17～63年生天然アカマ

ツ林であった。これを伐採してヤマハンノキとコ

バノヤマハンノキをha当たり5,000本の割合で

植栽し，3年経過した1964年2月に胸高直径6

Cnll樹高6mに生長していたこれら2種を1列

おきに間伐，それぞれその跡地500m2のところ

へヒノキ精英樹富士3号の実生3年生苗をha当

たり2,500本（2.8×1.41n)の割合で植栽した。

対照林は，隣接無立木地300mgのところに同じ

方法で植栽し，ハンノキ類に対応した樹種は同系

のヒノキを使った。

その後,ヤマハンノキは1967,1968年の2回間

伐してha当たり1,250本，ヒノキは1976年に間

伐してha当たり2,000本にしたが，コバノヤマ

聯

謝諄

§
蕊

〆

鰯
篝

霧
ー

必

厘謬瀞

蕊皐
ご_､論“96
--.--竺三

幸

錘
一

F■

夢

讓：

異

F■

夢

讓：

異

膜

ヤマハンノキ（9年生）とヒノキ（6年生）の混植



22

表･1地上部の乾物重愛(t/ha)ハンノキは1965年から1968年までにほとんどの

‘ものがコウモリガ，カミキリ幼虫の食害をうけ倒

伏あるいは枯死した。したがって，ヒノキの上木

としてのコバノヤマハンノキの影響は，ヒノキを

植栽してから3年後までとみている。

－ロー

ヒノキ試験区 林床植生落難

ヤマハンノキ林

コバノヤマ

ハンノキ林

対照林

3．07

1．87

1．23

15．39

16．05

3．08

3．83

3．77

3．39

3．ハンノキ類植栽10年目までの改善効果

（1）林床植生の変化

ハンノキ類の植栽前は，すべて草本階ではスス

キ（優占度1～2）を主とするコシダ，サルトリ

イバラ（同十)，低木階ではせき悪林地特有のソ

ヨゴ，ヤミハゼ，ヒサカキ，リョウブ，ヤマツツ

ジ（同十）が分布していた。3年経過後のヒノキ

植栽時にはヒサカキ，ヤマツツジ（同1）がやや

増加したに止まり，変化は少なかった。さらにそ

の7年後には，ハンノキ類植栽区は前記かん木類

のうち，とくにヒサカキ，ヤマツツジ，ソヨゴが

著しく増加した。ヤマハンノキ林区はかん木類10

種で占有率60％，コバノヤマハンノキ林区は11

種で62％,対照林区は7種,44％であった。

（2）ヒノキの生長と地上部乾物生産量のちがい

7年経過したときのヒノキの生長(図｡1，表･1）

は，根元直径3.4～7.6cm,樹高2.3～4.3m,

ha当たり乾物生産量3.1～16.1tである。ハンノ

キ林2区のものは対照林区のものより根元直径で

2倍以上,樹高で1.8倍以上,ha当たり乾物生産

量では5倍以上も多くなっているが，ハンノキの

種類によるちがいはほとんどみうけられない。ハ

ンノキ林2区の年平均樹高生長戯は約60cmで，

ふつう林と変わりない生長を示している。

コバノヤマハンノキ林区の場合，ヒノキを植栽

してから3年目以降は，上木のコバノヤマハンノ

キのほとんどのものが枯死したにもかかわらず，

ヤマハンノキ林区の生長と差がなかったのは，ヒ

ノキを植栽するまでの3年間における土壊改善効

果(後述)が影響しているものと思われる。また，

ハンノキ林下のヒノキの生長が著しく大きかった

のは，この土壌改善効果のほかに_上木のハンノキ

による日よけ効果も考える必要があろう。

つぎに，林床植生，落葉（表・1）は，落葉上木

の多いヤマハンノキの落葉がとくに多い以外大き

な差はなく,ha当たり乾物生産鼠の総計ではハン

ノキ2区22t,対照林区8tとなった。しかし，

ヤマハンノキ林区の場合上木のヤマハンノキ分の

27tを加えると，実に49tとなるが,対照林区で

はハンノキ対照分のヒノキを加えても11tで，コ

バノヤマハンノキの1/2にすぎない。

（3）地上部の養分吸収のちがい

N,Pg06,K20,CaO,MgOについて調べたと

ころ，それらの濃度はヒノキ，落葉では対照林

区，林床植生ではヤマハンノキ林区が高い傾|句を

示していたが，蕊分含有量(図・2)はヤマハンノキ

林区が最も多く，ヒノキでは対照林区の約5倍，

落葉ではほかの2区の約2倍となっていて，対照

林区が最も少ない。試験区別のha当たり含有量

の総計は，ヤマハンノキ林区649kg,コバノヤ

マハンノキ林区577kg,対照林区283kgで，ハ

ンノキ林2区は対照林区の2倍以上となり，ヤマ

ハ才ノキ林区が最も多かった。

これを各誕分別にみた場合は，ヒノキ，林床植

生では，ヤマハンノキ林区＞コバノヤマハンノキ
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し
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らかな傾向を示していなかった。このコバノヤマ

ハンノキ林区における改善効果は，恐らく残存し

ている根および根粒菌の腐敗による影緋が大きい

ものと思われる。また，粘土含有量ではヤマハン

ノキ林区はほかの2区の増加麓に比べて,A･B

層ともに約2倍も多くなっていて，謎分の吸収保

持に好影響を与えるものと思われる。

以上のことから，本試験地でのハンノキ類植栽

による土壌の改善効果は，植栽後の3年間におけ

る理学性改善によるところがきわめて大きいと見

てよいようである。

つぎに,化学性ではpH,Y,,N,C,C/N,P205,

K20,塩基置換容量,Ca,Mgについて調べた。

ヒノキ植栽時には改善効果について判断すること

は難しかったが，前記同様7年間の変化について

調べたところ,A･B層とも増加養分とその増加

量においてヤマハンノキ林区が最もすぐれてい

て，とくにA層の場合Kg0で約4倍,Mgで約2

倍も増加し，コバノヤマハンノキ林区は減少養分

が最も多く，対照林区ははっきりしなかった。

中島ら(1964)は肥料木植栽により,A層のN,

置換容量,Caが著しく増加することを認め，柴

田ら（1972）は13年生ヤマハンノキ林について調

べ，対照のマツ林に比べてCa,M9,C,Nは多く，

C/Nは大きくなることを報告している。本試験

結果の場合とは,C/N以外はすべて前2者の結

果と一致していた。ヤマハンノキ林区における土

壌蕊分の増加は，ヤマハンノキ落葉の分解による

腐植や各種養分の供給が大きく作用しているとみ

て間違いない。

また，1970年9月時におけるA+B層中のha

当たり謎分含有量を算出したところ，5養分の合

計鼠はヤマハンノキ林区3.1t>コバノヤマハン

ノキ林区2.3t>対照林区1.8tとなった。ハン

ノキ林2区は,A･B層ともに大きな差はないが，

対照林区ではB層はA層の1/2以下で，いずれも

Nが全体の60～70％を占め,P206,Mgは著しく

少なかった。

（5）浸透水中の養分濃度のちがい

ヤマハンノキ林区と対照林区で,1970年6～12
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ヤマ･ハンノキ林区コバノヤマ対照林区

ハンノキ林区

図・2地上部の養分含有量

林区＞対照林区，落葉ではヤマハンノキ林区＞対

照林区＞コバノヤマハンノキ林区の傾向を示して

いて，とくにヒノキ（葉)，落葉におけるNの差

が最も大きかった。

また，ヤマハンノキ林区については上木のヤマ

ハンノキ，対照林区には対照分のヒノキのha当

たり養分含有量を加えた試験区別の総養分含有量

は,ha当たりヤマハンノキ林区1,036kg,対照

林区361kgとなり，ヤマハンノキ林区はコパノ

ヤマハンノキ林区の約2倍，対照林区の約3倍の

生産量を示すことになった。

（4）土壌の理化学性の変化

理学性では，ハンノキ類の植栽後3年経過した

ヒノキ植栽時には，土層の堅密度と椛造に顕著な

差が現われていた。すなわち，ハンノキ類の植栽

時は表層から下層まで堅（山中式20＜)で無職造

であったものが，3年後にはA層(厚さ5･6cm)

がやや堅(同17．18),堅果状構造となっていた。

それらは，採取時，水分の減少，最小容気量・全

孔隙・透水速度の増大となって現われ，ヤマハン

ノキにおいて目立っていた。

ヒノキ植栽当年の1964年5月に定点観測点を

設け7年経過後の1970年9月に再調査を行なっ

たところ，ハンノキ林2区は対照林区よりA層の

厚さの増加量がやや多くなり，また，ヤマハンノ

キ林区ではB層までやや軟らかくなっていたが，

中島ら（1964）の報告にみられる土層の分化は認

められなかった。コバノヤマハンノキ林区は，中

途で上木のコパノヤマハンノキがほとんどなくな

ってしまったにもかかわらず,A層の最小容気

量，全孔隙，透水速度が増加し，改善がみうけら

れたが，ヤマハンノキ林区ではいずれの因子も明
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月までA･B層中における浸透水中のK,Ca,M9,

蘭aの量的変化について調べた有光ら（1971）の

資料によると，9月時ではB層のNa以外はすべ

てヤマハンノキ林区が多く,Mg以外の謎分は対

照区の2倍以上となっている。10～12月の落葉

期にはさらに増加し，対照林区とも大きくなるこ

とが明らかにされている。これは，前述の落葉，

土壌における養分含有量のちがいが現われたもの

とみて差し支えない。

（6）土壌微生物の生息状況のちがい

同様に，この2区で1968年に土壌微生物の繁

殖状態を土壌の深さ別に調べた小川（1973）の資

料によると，ヤマハンノキ林区では，バクテリヤ

は表層部，トリコデルマ，アオカビ，藻菌類は下

層部（地表下26cm)まで著しく増加，嫌気性放

線菌類は減少していて，有機物の分解促進による

土壌の肥沃化に貢献していることが推測された。

4．施肥に切替え8年後のヒノキの生長

ヤマハンノキは，前項の調査時（1970年9月）

には樹高5.8～10.0mに達していたが，梢端部の

枯死と葉量の減少が目立ち，一応この試験地にお

ける生育限界と見なされたため，そのほとんどの

ものを伐採，以後は施肥により試験林の維持につ

とめることに変更した。施肥は化成肥料を用い，

Nでha当たり70,70,100kgをそれぞれ1971,

1974,1975年の3回，3試験区にばらまきした。

切替え後8年経過した1978年9月に，ヒノキ（15

年生林）の生長状況を調べたところ(表｡2)，ハン

ノキ林2区は対照林区より胸高直径で4．5cm,

樹高で1．9．2.0m大きく，まだ切替え時の生長

差がそのまま保持されている。8年間の伸長通で

は，ヤマハンノキ林区がややまさっているとはい

え，胸高直径，樹高ともに差はきわめて小さくな

表・2上ノキの伸長

試験区胸高直径樹高枝下商枝張

ヤマハンノキ林

コバノヤマ

ハンノキ林

対照林

cIn

14(IO)

13(9)

9（8）

1,

8.9(4.8）

8.8(4.5）

6.9(4.6）

注；（）内は8年間の伸長量

1,

3.0(2.8)

2.6(2.5）

2.4(2.2）

n1

4.2(1.8）

4.9(2.6）

3.4(19）

っていて，上木のないコバノヤマハンノキ林区と

対照林区における施肥効果の大きいことがわか

る。

5．実施応用上への問題点

（1）導入方法

本数が多いほど林地を早くうっ閉させ，効果が

現われる時期も早くなることはいうまでもない。

ヤマハンノキについて，その枝張生長から顕著な

効果が期待できる本数と年齢を推測したところ，

ha当たり5,000本で3年,2,500本で5年,1,000

本で7年という結果が得られた。今までの混植事

例では，導入後7～10年のところが最も多い。

（2）導入地の立地条件

きわめて堅密な石礫土層(BC,C層）が露出

したEr-β型土壌のところや穿孔虫(コウモリガ，

カミキリの幼虫）が発生しやすいところでは，ハ

ンノキ類の成林は困難である。

（3）導入後の管理方法

高木性のものは，主林木の生長に支障となる枝

の除去に注意する。主林木との生長差が少ない林

では，成林後は十分な入射，落葉の林地への還元

に重点をおき,ha当たり500～600本で断幹によ

る萌芽仕立をするのが良策である。

（4）そのほかの広葉樹利用

常緑樹は落葉が少ないため，常識的には落葉樹

のほうが望ましい。根粒の形成が見られるドクウ

ツギ，葉中N含有量の多いクサギ，ニワトコ，ア

オキ，オオシマザクラ，ヌルデなどは，ほかの侵

入広葉樹とともに残存，保育につとめる必要があ

る。

（すずきただし・静岡県林業試験場）

緑化樹木鰯鋳議
(上)病害とその防除／小林享夫署A5判240頁定価2,500円（〒別）
(下)害虫とその防除／小林窟士雄著300頁定価3,000円（〒別）

植木の害虫ｶｲｶﾗﾑｼｱプﾗﾑｼの防除
喜多村昭著A5pl88¥2,500(〒共）

蕊行篤轤街鰯雲蒲撫‘需墜
顕寧％唖｡…J－b罰こり毎再ご,､Z･“E極の…‐ざ叫乃．‐・■吃向一一’
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とめに際しては，九州大学教授宮島寛博士，同

助獅受須崎民雄博士，農林水産省林業試験場元場

長坂口勝美博士，同元部長橋本与良博士には懇切

なご指導をいただいた。この磯会に心から感謝の

意を表する。

1．はじめに

キリ属は東洋特産の落葉広葉樹で，キリ材は古

来貴重材として利用され，近年は特に家具材・内

装材・楽器材として最高の評価を受け，材価が高

騰を続けている。キリは生長が非常に早く，数年

ないし10数年で伐採利用でき，早期育成林業と

再生木材資源のための重要樹種である。

キリ属は，その原産地である東洋において広く

植栽されているのみならず,100余年前から欧州，

北米，豪州などに導入植栽され，特に近年は南米

のブラジル，パラグアイで広く植林され，またア

ルゼンチン，ボリビアや東南アジアのインドネシ

ア，マレーシア，タイ，フィリピン，ニューギニ

ア諸国にも導入栽培されている。キリは今や世界

各地の注目を浴びている国際的樹木である。

10数年来の研究において,筆者はキリの生理・

生態的特性，生育環境および育苗・造林・保育法

について実験調査してきているので，ここではそ

の結果に基づいて，キリ造林の基礎的知見と技術

体系の要点について書いた。なお，筆者の研究は

主に台湾系のウスバギリを対象にしたのである

力箕，近年，熱帯・暖帯圏諸国において広く植林さ

れているキリはこのウスバギリであるので，これ

らの研究を通じて，台湾のみならず世界各地のウ

スパギリ造林事業の発展の一助としたい。また日

本滞在中の観察で得た印象や手近の文献を引用し

ながら考察を試み，日本でのキリ造林に参考とな

るよう留意した。

キリに関する造林学的研究の遂行およびとりま

2．キリ属の種について

主なものはニホンギリ(Rz"/0"ﾂ”わ”e"‐

los"),タイワンギリ(P.A""αﾙα郷"),ココノ

エギリ（ミカドギリ,P.jb"""gj),チョウセンギ

J(P.c07℃α"")などで，そのほかに中国大陸には

P.jiz7gEs",P.(Iz"ﾉoI"",P.でc""tz,P."'7-

so"",P.g/"""(z,P.池"figl'jα"α,P.e/0"gW-

”などがある。なお,Hu(1959)によれば，

1959年までに報告されたキリ属の種は18種と3

変種ある。

従来，日本で多く栽培されているのはニホンギ

リ，ココノエギリ，タイワンギリ，ラクダギリと

され，そのうち台湾から導入された種はココノエ

ギリとタイワンギリといわれてきたが，近年それ

は別種「ウスバギリ」であることがわかった。こ

れに関連して，台湾原産のキリ風の種の概要につ

いて述べたい。

（1）台湾系キリの種

台湾におけるキリ属は，1910年代にfﾔz"ﾉ"U・

"jαルα"αﾙ“泥〃Ito(タイワンギリ，白桐）とP.

加狗"zeiHemsl.(P.77zj""O1to)(ココノエギ

リ，泡桐）の2種が命名され，それ以来の植物分

類に関する文献は，この2種を台湾に自生するキ

リ類として記録している。しかしながら実は｣二記
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の2種のほかに，形態的にその中間に位し，花，

萌果，花梗などに変わった特徴をもつ別の1種が

ある。台湾における民間林業家であった頼雲祥

は,1920年に新竹州卓蘭の山地で野生状態にある

この新種を発見し，ウスバギリと命名し（当時日

本時代に和名を付けていた)，その繁殖造林に努

めた（頼1926)。その後ウスバギリは台湾各地に

広く普及されて，戦前のキリ類造林の主流をな

し，特に戦後台湾において植栽された約2万ha

はすべてウスバギリである。それにもかかわら

ず，分類学上の整理がされていなかったために，

ココノエギリまたはタイワンギリと呼ばれて，海

外各地へも移出栽培されていったのである。当時

から55年後に至ってHuほか(1975)は，ウスバ

ギリについて,P．"""""zfzHuetChangの

学名と台湾泡桐の中国名を発表した。これでよう

やく，台湾に自生するキリは3種とされ，名称の

整理がなされた。

（2）台湾系キリの検索表

現在台湾に自生する3種のキリの検索表は次の

とおりである(Huほか1975)｡

1．萌果は長楕円状楕円体，長さ5～8cm,

果皮は木質…･…．．……ココノエギリ

(P./bﾘﾙ“"）

1．萌果は楕円状卵形体または球状卵形体，長

さ2．5～4.5cm

2．響は車形で2/3まで深裂し，樹存磐は大

きく反il展する………タイワンギリ

(P."z0α”郷"）

2．等は倒円錐形で1/3まで裂け，宿存警は

亜漏斗形………………ウスバギリ

(P.＃"""""""")

（3）海外における台湾系キリ

日本で植栽されている「ココノエギリ」は，

1935年に台湾から導入されたものであり（小野

1956)，この種はさらに移住者により，1956年に

南米ブラジルへ,1961年にパラグアイへ,1969年

にパラグアイからさらにボリビアへ導入された。

熊倉（1976）はこれまで「ココノエギリ」や「タ

イワンギリ」と呼ばれてきた日本，ブラジル，パ

ラグアイの現生樹について,1974～1975年にその

花や果実などを調査した結果，観察範囲内ではコ

コノエギリやタイワンギリは1本も確認できず，

実は台湾の頼が1920年に発見命名（和名）したウ

スバギリであると結論している。

ボリビアの「キリ」は，筆者が1975年に造林技

術援助で該国滞在中に,SantaCruz州SanJuan

の日本移民村の試験農場で，5年前パラグアイよ

り導入した28本の現生樹について,その形態上の

特徴を観察し，ウスバギリであると確認した。東

南アジア諸国に植えられているキリ類は，ほとん

ど1960年代後期から1970年代にかけて台湾から

直接移出されたウスバギリである。また，佐賀県

外海町の「西海ギリ」も少数移出されているとい

う。

蛇足ながら，「西海ギリ」は林試赤沼試験地付

近の「ココノエギリ」とニホンギリとの雑種とい

われているが，筆者が1977年10月に現地を見学

観察した範囲では，外海町で西海ギリといわれて

いるものには，西海ギリが実生繁殖によっている

ので雑種もあるが，ニホンギリの形質を示すもの

やウスバギリの形質を示すものも混在していた。

しかし，「ココノエギリ」は見うけられなかった。

これらのことと，台湾でのキリ造林実情，種名

の幣理経過などから総合的にみて，これまでココ

ノエギリまたはタイワンギリとして海外で植栽さ

れている台湾系のキリは，実はほとんどウスバギ

リであると思われる。

3．造林学的特性

キリ類の造林技術を基本的に改良し，効率的に

生産を高めるには，まずこの樹種の生理．生態的

特性を明確にすることが必要である。以下ウスバ

ギリについての研究結果（林1977)を主体として

述べるが，そのほかに引用したデータにはそれぞ

れ文献年度を付した。

（1）生長特性

1）年間生長パターン

種根定植後1年間の総生長量は，樹高2.32m,

根元直径6.15cmに達し，また台切後1年間のそ
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01れは，樹高4.21m,根元直径9.44cmに達する

が，その生長経過はほぼ一致した傾向をたどって

いる。すなわちその年間生長パターンは生長期

(3月下旬～8月下旬)，生長停止期（8月下旬～

10月下旬）および生長休止期(11月上旬～翌年2

月中旬）に分けられる。そして4月上旬から11

月下旬の月平均気温の較差は5°C以内で，あま

り変わりがない。このことからキリの生育シーズ

ンは約5カ月間で，固有の性質が生長の型をきめ

ていることがわかる。

2）林分生産構造

台湾中部の瀞大林区（海抜950m)に植栽され

たウスバギリ林とコウヨウザン(Cz""噸"α""(z

ﾉα""ひ/α加）林について調査比較した結果は表・1

に示すとおりである。
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図･1ウスバギリ個葉の光一光合成曲線の傾向

2Kluxぐらいであり,また光飽和点付近における

葉面積当たりの純光合成速度は16～17mgCO2/

dmg/hr程度である。

ウスバギリの光飽和点60Kluxは，一般の樹種

（アカマツ30Klux,スギ・ヒノキ20Klux)J<

りも高く，陽性樹種であることがわかる。

純光合成速度の木本植物種間差については，戸

苅ほか(1975)によれば，スダジイ11，タブ10，

イスノキ12,ﾔﾏﾓﾓ9,ツバキ8,ｾﾝグﾝ

12.8,サクラ13．6である。したがってウスバギ

リは一般の木本植物に比べてすぐれた光合成能力

をもつといえる。なお，幸田ほか（1974）はキリ

について34～35の値を得て,C4植物ではないか

と示唆している。

（3）水分特性

1）適正土壌水分

ウスバギリの種根の萌芽，生長の適正土壌水分

は最大容水堂の70～80％の間にある。つまり初期

の萌芽促進のためには80％が好適であり，そして

その後70％程度にすれば幼木の生長が最も大き

く期待できるcなお，多くの樹種において土壌の

適湿の範囲は最大容水量の60～70％といわれて

いるが，スギはそれより多湿状態の70～80％に好

適範囲があり，ヒノキは60%付近と認められてい

る（坂口1953)。したがって適正土壌水分に関す

るかぎり，キリはスギと同じような範囲にあると

いえよう。

表･1調査林分のha当たり資料

項目

林齢（年）

立木密度（本/ha)

胸高断面職(m9/ha)

平均樹高(m)

平均胸高直径(cm)

幹生長量(m8/ha)

幹乾璽(ton/ha)

枝乾重(ton/ha)

葉乾璽(ton/ha)

葉面職(ha/ha)

果実乾重(ton/ha)

地上部乾重(ton/1'a)

ウスバギリ

8

800

2．6

13．4

21．0

129，1

30．4

6，3

1．5

2．0

0．1

38．3

コウヨウザン

18

2,100

5．4

14．5

16．3

292．0

103．3

16．2

5．5

3．2

1．6

126‘6

これを8年生時におけるj11岐幹材積で比較する

と，ウスバギリ林は123.2m8/ha(15.4m3/ha/

yr),コウヨウザン林では24.6ms/ha(3.1m8/

ha/yr)となり，またその幹乾重はそれぞれ28.4

ton/ha(3.6ton/ha/yr)および2.5ton/ha(0.3

ton/ha/yr)と推測され，キリは造林初期の生長

がきわめて早いことが確認された。8年生で15．4

m3/ha/yrという幹材積生長愚は，九州のスギ造

林地の地位上の40年生林分における年平均生長

量に匹敵するほどである。

（2）光合成特性

台切2年目のウスバギリの葉について，光の強

度と光合成速度との関係を測定した結果は図・1

に示すように,CO2濃度300ppm,葉温25.Cの

条件下で,光飽和点は60KluX付近で,光補償点は
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2）吸水特性

ウスバギリは日中吸水型の植物に属し，その吸

水日変化は日射量に対しかなり敏感に反応する

が，夜間の吸水も相当活発に行なわれる。なお，

曇天，雨天の吸水減少率は，晴天のそれに対しそ

れぞれ18％,57％程度である。これは草本の大き

な葉片をもつバナナと近似している。また，吸水

量は生長初期から漸増し，7月下旬ごろに最大吸

水期に達し，その後は漸減を続けて翌年の3月初

旬に最低吸水堂を示した。

3）気孔およびその運動習性

気孔は葉の表裏両面ともに分布するが，その

1mm2当たりの数は，表面では49個，裏面では

650個であった。これはWeissの気孔数分類の中

庸度に位置する｡気孔は日中開孔型であるが，夜

間の開度も相当大きい。また，その日変化は日射

量に支配されるが，日中の照度はその夜間開度に

も影響を与える。

4）要水量

植物が単位重量(9)の乾物を生産するに要する

吸水量(9)を要水量と称し，ウスバギリの場合，

最適土壌水分域における要水量は605であり，平

均値では659である。

植ふ,の生育期間中の吸水量はその間の蒸散量に

ほぼ等しいから，吸水量の代りに蒸散量を用いる

場合が多く，要水量は一名蒸散係数ともいわれる

（田中1975)。これを樹種間で比較すれば，蒸散

係数の大きいものほど土壌水分の要求量が大き

く，また小さいものほど耐乾性が強い。日本では，

スギ388～433,ヒノキ334～386,ケヤキ221，

アカマツ194（坂口1953）であり，樹種間に大き

な格差を示している。ウスバギリは他の一般造林

樹種に比べて，その生育には水の要求度がきわめ

て大きい樹種であることがわかる。

5）光合成と土壌水分との関係

土壌含水量の純光合成能力が最も高く，土壌含

水量がこれより多くても少なくても，光合成能力

は低下する。特に40％区では，その能力は半減す

ることから，乾燥の影響を大きく受けることがう

かがわれる。

（4）栄養特性

1年生分根苗に関してN,P,K三要素の施肥

効果および養分利用率について実験を行なった結

果は表・2に示すように，ウスバギリの最多必須

元素はNであるが，三要素併用区はN,P,Kb,

ずれの単用区よりも利用率が高く，生長がよいこ

と，三婆素肥料1209/本施用区のN利用率は約

62％に達することがわかった。

表･2ウスバギリのN,P,K利用率（単位:%)

NPK

12ol2，
｜NlPlK

一
ｍ
一
一
麺３

一
一
ｐ２

３

－
〃００

－
名２

１ｐ
一
一

８０丑
一
一

６１０
３
６

１
４
８

Ｑ
、
■

７
４
７

３
１

８
１
４
．

８
０
４

■
●
●

１
７
Ｏｉ

Ｎ
恥
唖

処*：処理施*＊：施肥量(g/本）

なお，一般造林樹種の施肥は養分利用率が低

く，たとえばスギではその利用率は林地でN1~

8％，ポット栽培で10～20％であり，このキリの

場合三要素区では非常に高い利用率を示してい

て，異常に吸収能力i高い。62％という値はむしろ

1年生雑草の利用率であって，キリの栄養に関す

る重要な特性といえよう。＜続＞

（りんうんちん・中華民国台湾/中国農村復興委員会森林組

高級技正・農学博士）
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自然林内の休憩施設

第30回日本林学会東北支部大会より

水林自然林の現地
l露疽~・巴－．‐一・やc，‐可｡~.”喋戸 ●◆学費

第30回日本林学会東北支部大会は昭和53年8月25～

26日にかけて福島市において開催された。大会は25日

の午前中に日本林学会東北支部および日本林業技術協会

東北・奥羽支部の総会，午後は会員の研究発表会がそれ

ぞれ行なわれた｡26日は水林自然林と浄土平の現地見学

会が行なわれた。とくに，水林自然林（保健保安林）の

見事な林相そして調和のとれた諸施設は自然林特有の風

致を形成しており，また，水害に備えた過去の霞堤がい

まなお残されていることなどから，見学者一同感銘し

た。このような学術的にも貴重な自然林を広く会員の方

々に知っていただくことにして，水林自然林の概要を福

島市役所林務地籍課に，視察記を日本林学会東北支部砺

問岩手大学名誉教授武田進平氏に依頼した。

（日本林学会東北支部駆務局）

水林自然林の概要
福島市役所林務地籍課

福島市街地から，いで湯とこけしのふるさと土

湯温泉に向かって，国道115号線を約10km,右

手に赤松の古木が一段と高くそびえる森が見えて

くる。最近“市民の森”として親しまれている水

林自然林がここにある。

水林は荒川河岸に沿って東西に長く，古くか

ら，荒川の氾濫に備え水害防備林として，流域約

1,000haの田畑を守ってきた。

吾妻山系を源流とする荒川は，東鵬川，西鴉川

および塩の川を支流として，急流を一気に下り，

この地帯，いわゆる信夫平野となるため急激に流

Bb
寺1
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速は衰え，河幅は広がる。

上流の奥土湯は地すべり地帯であり，また，降

雨量が多く，洪水のたびに氾濫して流域下流の部

落がその被害をうけ，地域住民から，「魔の川」と

して恐れられてきた。現在，林内には，空石積の

霞堤，大小苔むした転石や，天然石に筆太に刻ら

れた水神などに，当時の苦難の痕跡がみられる。

このようなことから林木の伐採は，一切禁止さ

れ，明治39年には国有水害防備保安林に編入，

適正な保護管理のもとに育林され，荒川とその支

流の治山工事や堤唐が完備されて，今日の美林を

形成するにいたった。

自然林は平地林であって，樹齢100年から，古

いものは300年ともいわれ，樹木の種類，また，

草木類，そして苔類が非常に多く，近在にその例

を見ない。また，空石積の霞堤は，築堤技術など

から土木史上貴重な存在である。

福島市は早くから，この森林の優秀な林相に着

目し，市民の憩いの場として活用すべく，国有林

当局に幾度か払下げを懇請してきたが,昭和47年

2月当局の理解のもとに長年の願望が達し，払下

げの実現をみることができた。

市は，昭和48年保健保安林に編入替して，市

民に対する緑化思想の高揚に資するための活用を

計画中であったが，第2次林業構造改善事業の指

定と相まって森林18haを母体とし，私有林と合

わせ総面積34haを対象にして森林総合利用促進

事業が企画立案され，昭和48,49,51年の3カ年

と2,890万円を投じ,基縦整備として林間駐車場，

林間歩道，管理棟（事務室，資料展示室，会議
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室，倉庫)，案内板，ゴミ焼却施設，給水施設，

休憩施設などを設置した。とくに，全体にわたる

修景施業には意をつくした。

林相改良事業は，福島森林組合労務班の手によ

って施行されたが，自然林の風致と苔類の保誰，

嬢性林の保存などがはかられ，その卓越した修景

技術は，高く評価された。諸施設の設置にあたっ

ても，自然林の野趣の保存に留意することを第一

義として整備された。また，林内は広葉樹の自生

樹がもっとも多く，主木はシデ類，カエデ類そ

してアカマツによって形成されており，この混交

が独特の美林をなしている。とくに目立つ大径木

は，ケヤキ，コナラ，シデ，セン，アカマツ，ス

ギなどが自然林独特の風致を引き立てている。ま

た，過去の洪水によって，流送された大小無数の

荒川石（安山岩）が苔むして林内一面に散在し，

荒井堰と下堰の2つの堰が林内を縦断しており，

その建設は古く，あたかも小川のようであり，そ

のせせらぎが一段と風情をなしている。春の新緑

は，樹々それぞれの特色をなし，夏の深緑，とく

に秋の紅葉はすばらしいが，冬の落葉後の老木の

梢の眺めもよく，四季を通じて訪ずれる人を楽し

ませてくれる。

管理は水林自然林管理条例に基づいて，一切を

福島森林組合に委託しているが，森林組合は委託

業務実施計画書を作成し，市長の承認を受け，市

はこれにともなう費用の全額を森林組合に交付す

る。組合は，現場に監視員一名を常勤（嘱託）さ

せて管理にあたっている。

利用者は昭和50年供用開始以来年ごとに増し，

昭和53年は延べ2万人を見込まれる人々が訪ず

れ，河川敷を利用して設置したキャンプ場でのキ

ャンプ，いも煮会などを楽しんでいる。

福島市総合基本計画では将来の人口を35万人

（現在25万）を目標としており，東北新幹線開

通に備え，駅西口の建設，西部土地区画整理事業

などが着々と進められている。また，民間大手企

業による上烏渡ニュータウンの建設など，西部地

区の発展は急激に進み，市街地からはさらに至近

距離となり，水林自然林の価値はますます貴重な

自
然
林
内
の
林
相

｡。

認
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ものとなるであろう。施設の整備など今後に残さ

れた問題も多いが，水林自然林は福島市民にとっ

て，かけがえのない財産であり，誇りをもって子

孫に残すことのできる貴重な財産である。大切に

したい。（福島市役所林務地籍課）

水林自然林視察記
武田進平

水林自然林は，私にとって今回はじめての視察

地であったが，視察当日渡された「概要書」だけ

では実際を想像するのに困難であった。管理事務

所前で係の方から概要の説明があり林間歩道を歩

いて行く間に，シデ類，カエデ類そしてアカマツ

を主木とする天然の針広混交林の中に，コナラ，

センとくにケヤキの樹齢200年以上300年ともい

われている大径木の存在が注目の的となる。折返

し別途を事務所のほうに帰って来る間に小川のせ

せらぎを聴く，これは荒井堰，下堰2つの堰が林

内を縦断していてその建設は古いとのことであ



り，また所々にスギ林もあった。何気なく[!l然石

のように大小無数の安III岩質の苔むした石があっ

たが，これが実は過去の大洪水時に上流から流出

してきてここに堆積または転石としてあるものと

知らされた。現地実視していかに歴史的意義が大

きいかを感じた。帰盛後古文書，地図などのりコ

ピーを福島県から送っていただいたので，それを

通読し過去200年にわたる，この自然林について

学んだ主要点をあげると次のようになる。

第1点，古文書を読むほどに流域人民の苦闘の

跡がしのばれる。

第2点，霞堤，水制などの土木施設が多いの

で，荒川源流から阿武隈川合流点にいたるまでの

河川の水筋をたどり，河道変遷までをも考察すれ

ば，はじめて治山治水の技術的な成果を語れる。

第3点，現状をふまえたうえで，今後の管理，

経営，施業の計画立案および実行に移ることが望

まれる。

史実に徴すると，たびたび大洪水のため田畑が

荒らされたため，寛政4年ころから霞堤が造られ

ていた模様であるが，寛政9年（1797年）「佐原
よけ

村外3力村より荒井村水除え引払候様差障につ

き」として御役所から御下問あり，荒井村御答人

名主，喜兵衛外3名連名による返答書が公に差出
よけばかり

されたのがここで水除斗として今でいう霞堤築造

記録の最初のようである。

武田信玄が山梨県釜無川に造成した有名な信玄

堤は1542年（天文11年）のことであるからおそ

らくその土木技術がここに用いられたであろう

林野庁監修日本の
森林資源現況

林野庁はこのほど全国森林計画の樹立に際し，わが国の森林資
源の状況についての調査を行なった。本書はその調査結果を取
りまとめたもので，森林資源に関して最新の基礎資料として各
種統計資料を補うものとなろう。
【森林資源現況総括表／地方別森林資源現況表(面積・蓄積)／
都道府県別森林面稜／地方別人工林樹種別(面積・蓄積)／地方
別人工林齢級別面穣／地方別天然林林相別(面談・針広別蓄蔵）
／各種法令指定による制限林等面識／付図】
B6判定価500円（〒共）
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が，椛造は次のようになっている。

1．水除という箱称の霞

石職延長129間，高さ2間，馬蹄3間，敷5間，

2カ所

2．笈牛という名称の水制

今の菱牛2個をもって1組とし，6カ所

3．蛇篭

竹製取り9尺篭1組3本道,12組分

ただしこの構造は明治8年記諜による。

これら霞堤および水制を用いて結局，遊水林を

造成することができたのである。

水林EI然林は巧みに地形を利用して堤防，水制

を造り遊水地を造ったために，所在の天然林から

全く自然のままというほどに植物種類の多い，す

ばらしい自然林が形成されたことであり得難い自

然保謹林として推奨できる。

なお，この林は社会教育的にも活用できる。す

なわち，森林が水勢をそぎ，洪水氾濫の程度を緩

和し，また森林が流水を停滞させる力をもってい

るから流下土石を阻止して林内に堆職させること

の実証をここにみる。

おわりに，これまで水害防備保安林として適切

な保育管理の下に育成に当たられ今後は保健保安

林として第2次林購事業となるが，風致施業をも

兼ねた多目的といえる森林計画に当たられる市当

局の立派な方針にあらためて敬意を表し，将来長

きにわたって，このすぐれた業績が維持存続され

るように祈って止まない。

（日本林学会東北支部顧問岩手大学名誉教授）
’

私たちの森林
【全国学校図醤館連盟選定図警】日本林業技術漉会綴
改訂第二刷A5判135頁カラー印刷定価600円（〒別）

森林の利用と
環境保全洲簾懸篝

A5判210頁上製本定価2,300円(〒別）
'日本林業技術協会発行

※1978年版販売品目録が出来ましたのでご利用下さい。（当会事業課まで）
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住宅には生垣というものが見られないが，団

地や公園の周りの列順や植えこみに米杉と米

松がいちばん多く植栽されている。

米松は内陸にも多いが,米杉は乾燥地に不ノ
向きで，自然分布は海よりに多く，おいしい

桜ん“どのとれる太陽の谷といわれる1篭燥〈
地滞をとばして，ロッキー山脈の西斜面には

かなり多い。

バンクーバーの北西端の海ぎわのスタンレ

ー公園は400haもあるが,大部分は針葉樹の
、

自然林で10年余り前に暴風のため大木はほ

とんどやられたそうだが'当時の残木が激十J
mの樹高をならべている。大ざっぱにその3u

1
割以上は米杉，残りは米松．米栂．シトカト

ウヒ，林縁にカエデ．ハンノキ．ナナカマド

などがみられる。 、

観閲磯驚驚f職蝋瑞ヲ
は，セコイアにつぐ大木が林立している森林

が保謹されている。太平洋岸を走る国道から

40kmも入ったホー谷のビジターセンターの

周辺も，米杉・米栂．シ'､カトウヒ．米松の

巨木林で,60mもあるといわれても見当が

つかない。多雨地帯であっても冬雨だから夏

は乾いているが，湿地が多く残っていて，蚊

やブトがうるさい。世界一の米杉はここから

少し離れた，海岸から10kmほど入った国有

林内にあって，直径6.5mということ，その

辺には世界一の米松・米栂，世界二位のシi、

カトウヒと大物がそろっているが，米杉より

小さい。つまり，米杉はセコイアについで大

きい樹木ということになる。

レーニア国立公園は海岸から150kmも離

れているが，その西南入口のロングマイアの

管理事務所周辺の森林も米杉．米松．米栂が

大部分，案内書には60m以上もあると記さ

れている。海抜800mのこの辺から進むと，

まもなく樹高が低くなり，さらにこれらがト

ウヒやモミに代わってしまう。

バンクーバーの本屋さんにはたいてい手作

り本のコーナーがあって，丸太小屋を作るに

『
杉
の
き
た
道
』
周
辺

ものであり，私には最も有益であった。セイ

ロウ組みのあたりが少し分かりにくいという

点は大方の意見でもあったし，私がマツ科の

樹木にヒマラヤスギという名称を与えること

に異議をとなえながら，スギ科の樹木に落羽

松をあげた矛盾を指摘されて怖かったのも当

然。

スギは英名ではジャパニーズシーダーで通

っている。Cedrus属にシーダーをあてるの

は各国共通であるが，アメリカではヒノキ

属，ネズコ属，ショウナンポク属はすべてシ

ーダーのつく名でよばれ，エンピツビ.1,クシ

ンの類はペンシルシーダーという名が普通ら

しい。つまりヒノキ科に一応限られている。

そのほかにはチャンチン属の樹木にかなり使

われている。中米などに多く葉巻の箱に使わ

れるシガーポックスシーダーもそれである。

チャンチン（香椿）はチャイニーズシーダー

で，仏像など特殊材として古く日本にもって

こられている。シーダーとよばれる木は香の

よい木に限られているといえそうだが，ロシ

アでシベリアシーダーというのは，ピヌス・

シピリカ（中欧の高山性のセンブラ松の変種

ともされた）で，中部シベリアで広い分布を

しめ，有用材にもなる。このシーダーという

名が地理学者に混乱を招いていると，ミロフ

の『マツ属』に書いてあるとおり，日本の木

でシベリアにスギがあるとの記事を見てびっ

くりしたことがあった。

島
根
大
学
名
誉
教
授

1976年，77年の二夏をバンクーバーで暮

らし，少しばかり米杉見聞の機があった。滞

在していた家のすぐ前に米杉と米松の列植が

あった。ヒノキとヒパの中間の葉で細長い球

果がぶら下がって，ネズコにちがいないが，

育ちがよくて大木になり，分布が広く，有用

材になる点，米杉とはうまく命名されたもの

である。

バンクーバーの周辺からオレゴン州の間，

遠
山
富
太
郎

’|，
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はといった本が何冊もおいてある。その一つ

に，材料として米杉は通直で耐久性があり理

想的だが高価である。その理由は電柱によく

売れるからだと書いてあった。

日本では私の住む松江のような小都市で

も，杉の魑柱が少なくなってしまった。バン

クーバーでは住宅地は米杉の電柱ばかり，と

いっても黄金ヒバや青いトウヒをあしらった

芝生の美しい玄関先のならぶ表通りには不粋

な電柱は見えない。2列ずつならんだ住宅の

間の裏通りには車庫の出口があり，セサミス

トリートにでてくるゴミカン，犬小屋など，

そしてここに電柱がある。砂利道で所々にエ

スケープした花も咲いてる。郊外にでればそ

うもいかないから，道ばたに電柱の行列はさ

けられない。

町といわず郊外の家でも，屋根材料は半分

以上が米杉のシングルぷきである。日本流に

いえばコケラぷきだが倹約しているのではな

い。デラックスなのだ。手作りの丸太小屋づ

くりの本にも，最初は無理しないで代用品の

アスファルトシングルで間にあわせ，少し金

がたまってからほんものの米杉のシェーク

（手割り柾）にしなさいとすすめている。

近くにシングルの工場があるというのでつ

れて行ってもらった。フレーザ一河にそっ

て,120kmほどの所である。7号国道という

幹線だが,30分も走って町をはなれると中央

線だけの簡単なもの。のどかな田園風景だ

が，点在する家々は市内の住宅と同様，芝生

や窓の飾り鉢など美しい。

工場のそばの支流にケーブルで囲んだ中に

米杉の丸太が浮かんでいる。それが次々と引

き上げられ,45cmに玉切りされ,大きなクサ

ビで大割りされ,辺材と中心部も割りとられ，

昔風のクレ材になって，コンベアーで運ばれ

る。シングル機械は大きな円鋸で，せまい工

場に12台もならんで，半分裸の男たちが忙

しく次々と大きなクレ材を円鋸にあてている

のは，日本の昔の工場みたいな感じ。クレ材

の木口から柾目にとれるようにおしていく。

わずかに角度がついているから，出てきた板

は長さの両端で厚味がちがう。屋根にふいた

時に外に出るほうを厚くとってあるわけ。厚

いほうが11mm,反対側でその半分｡板がお

ちてくる所にずらりと若者がならんで，選別

しながら，100平方フィート分ずつ仮結束し

て，コンベアーにのせている。手割り柾のこ

とをshakeというようで，長さが60～120

Cnl,山元の工場から送られ，ここで染色,表

面処理などして市場に出す。この工場で両者

あわせて年間20,000戸分を生産し，大部分

はアメリカの東部，南部に移出，地元には残

り少々でいいとか。このあたりで20年もっ

というから，日本のクリコバぐらいに耐朽性

がよく，たくさんいらないことになる。

長さ3尺の木の板で屋根をふき，木の電柱

ですませ，下町への大通りのキャンピイ橋も

歩道には米杉の厚板をしいている。この国は

日本の中世みたいに木の文化をたのしんでい

るかのようだが，それも米杉というすぐれた

樹木の存在によるものにちがいない。

米杉でできているトーテムポールや丸木舟

を博物館で眺めながら，米杉への親しみを今

さらのように感じた。

Ⅷ
米
杉
の

一
｝

と

米杉の電柱のある裏

通り(バンクーバー）

左側は集合住宅の団

地の米杉の生垣，中

央はゴミ集収車

F2，4

ｒ
」
惨

シングル工場（バンクーバ郊外）選別，仮結束する人たち。右手

上に円鋸があってこの人たちの右方から仮がでてくる
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国際協力事業団の企画した研修計画として

プエルト・リコでの熱帯造林に関する1年半

の研修を経て，さらに半年，所を変えてアメ

リカ合衆国コロラド州フォートコリンズの米

国農務省林野庁試験場でリモート・センシン

グについて，特に熱帯地域についての研修を

受けた。

当フォートコリンズは大都市デンバーより

北へ100kmはなれた人口6万の小さな市で

はあるが，農林関係を主としたコロラド州立

大学があり,学園都市といえるかもしれない。

台地はあくまでも平たんであり，西側にロ

ッキー山脈がつらなっている以外は地平線に

囲まれているといった表現が好ましいだろう

か。

気候は大陸性で寒暖の差が激しい。例をあ

げれば，10，11月ごろで，昨日12｡Cかと思

うと，今日は0.cといった具合もけっして極

端な例ではない。しかしながら，日中の変化

は12時から20時までほとんど変わらない。

その後，急激に下がると思われる。

MaroonBells(ロッキー山中）秋のポンデロサ松と黄葉したアスペン。

日本のような色とりどりの紅葉は見られないが，黄色一色の雄大な風景

大自然の懐の中で
－フォートコリンズの思い出一

からないかもしれない。もっともアメリカと

いっても大都市へ行けばあまり広さを感じる

ことはできないかもしれないが，ショーウ

インドウを見ている前を樅切る時はexcuse

meという習慣を維持するためには，最低限

の空間が必要なのかもしれない。

フォートコリンズには車道と歩道のほかに

馬道というのも設けられている道路や，馬に

注意の標識も多い。これは単に馬に乗って遊

ぶ人間がいるためである。試験場の職員など

も，昼食時間などに，「子供に馬を買ってく

れとせがまれてよわっている」という話しも

主な話題の一つになっている。そのほか，ハ

ンティソグの話しも多い。猟銃の型がどう

の，値段がどうの，逃した准物は大きかった

とか，あきもせずに話している。

とにかく，彼らの娯楽は，ほとんど自然を

相手にしたものであるといってもよいのでは

ないだろうか。金のかかるものとしては，キ

ャンピソグカーで1，2週間，家族ぐるみで，

あるいは老若を問わず，夫婦水いらずで，自

雨量は年間300mmしかなく，湿度は20~

50％といったところだろう。湿度の高いプエ

ルト・リコからきた時は，口びるがヒビ割れ

して，サンドイッチが食べられなかった。し

たがって，みなリップスティックを携帯して

いる。しかしロッキー山脈のふもとに大きな

人造湖を設置してあるので，毎日，芝に水を

まいていても，水不足になることはない。井

戸水はここではほとんど使われていないが，

ことによると石油が出る地域でもあるので，

水質が悪いのかもしれない。ハイウェーを走

っていると周囲の広大な農地に点々と石油を

くみ上げているヤグラが見られる。何百mも

続く広大な農地に石油まで出るとはさぞ農家

は金持ちだろうと想像したこともあったが，

石油は政府のものだそうである。すなわち，

地上の所有は認めても，地下は公のものとの

見方をとっている。

ところでアメリカは一般にひとくちに広い

といわれているがどのように広いのだろう

か。これは実際に行って生活してみないとわ

i蚤さZ
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然の中を走りまわる。手がるなものとして

は，草むらで，あるいは公園で，男女そして

子供ともども，フットボールをやっている。

勝敗などどうでもよいのであり，ただ自然の

中で体を動かしているのが良いように私には

見える。そのほか,スキー,スケート，ゴルフ，

フィッシングと数え上げればきりがない。ま

たペチカに燃やすためのたきぎ取りもりっぱ

な娯楽になるのである。チェンソーをもって

山にはいり，雑木を2，3本切って昼食をと

うて帰って来るだけであるが，その間のワイ

ワイガヤガヤがおもしろいのであろう。ただ

し雑木林の所有がさだかでないので，私には

不安になるところだが，大自然の中では乱伐

にはならないようである。もっともこれほど

大げさに準備しながら，2，3本しか切って

こないところが日本人と違うところではない

かと感じた。

違うといえば，これほど自然に恵まれなが

らも，他に大きな市立公園がいたるところに

設けられており，いたるところにピクニック

テーブルとともにゴミ箱が設けられている。

あの広大な森林公園においても人に会うこと

がなくても，それらの施設に出会わないこと

はない。

したがって彼らと森林調査に出かけても，

時々，仕事そっちのけでふざけあったりして

しまうのは，日本からのお客さんのためだけ

ではなかろう。ちなみに，彼らの森林調査は

正確な材職把握を目的とするよりも広大な森

林の状況の把握に重点力ざ置かれている。いわ

ば，森林が広大すぎてとても材積にまで手が

届かないといった感じが適当かもしれない。

したがって，材積を調査する場合は，せいぜ

い直径階分布を算出して，適当な数字を乗じ

ているのが普通であろう。全般に木材生産よ

りも森林保謹に重きがおかれるのは当然とい

えるかもしれない。

ここで逆説的に，これほどの自然に恵まれ

ているのになぜ，さらに森林（とういうより

も自然といったほうがよいのかもしれない

が）を保護しなければならないのだろうか。

うこ皀然との蕊玲
脳,2…Y観

日本林業

技術協会

むらりょうじ

村良二
雄
白
田

Ｉ

確かに林業技術者の一部には，施業の重要性

を強調しているものもいる。そのうちの1人

はある時点から年輪幅が著しく広くなった断

面（円撚）を示して，その変化した時期が，

すなわち，択伐を行なった時期と一致してお

り，それゆえ施業が重要であると説いてい

た。しかし，彼がそれを森林所有者に示して

も，森林所有者は伐採しようとしないことを

彼は嘆いていた。また森林所有者は木材生産

よりも，その森林のもつ自然性，すなわち老

木にリスが遊んでいる滕子を見て楽しむため

に森林を所有しているのであるともいってい

た。これは，ア.メリカ，あるいはアメリカ人

というものを知る意味で案外重要な点かもし

れない。

アメリカの歴史的な生立ちを考えると，多

くはヨーロッパから広大な未知の台地にあこ

がれて渡って来たことを考えれば，あるいは

その血が現在も受け継がれているかもしれな

いことは容易に想像できるところである。こ

のようなことから一部には，アメリカ人には

流れものの血が流れているという見方もでき

るかもしれないが，それにしても，自然保護

を重んじる精神は日本人の比ではないように

思われる。たとえば日本にシベリア全土が与

えられたとしたら，最初の百年は開発ばかり

を考えるのではないだろうか。

もっとも，日本の約25倍の土地に2億人

余りの人口しかないのに，最近はテレビでも

産児制限を呼びかけている精神は，私には不

可解に感じられないこともないが。＜終＞

ロッキー山麓には清閑で

美しい町が点在する。フ

ォートコリンズは大学生

が満ちあふれていて若々

しい。（写真はイースト

パークの巾心街）
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田さんと，床屋のおじさんが，焼酎

の一升瓶を下げてやってきた。屋久

島の人は日本酒は飲まない。いも焼

酎一本やりだ。早速祭のおばさんが

料理をつくってくれた。安房の港か

ら上げた飛魚の刺身や煮付けにカニ

と食欲をそそる。

床屋のおじさんが安房の海で釣っ

たススキも味付けがしてあった。今

日は天気を呼ぶための宴だと，まず

おじさんが立ってあいさつした。そ

れから屋久島の思い出を語り，小杉

谷の幽霊の話をした。ついで小田さ

んが立ってうたいだした。

木挽きさんたちお国はどこよ

お国は奈半利の土佐の国

ここへきてはじめて木挽き唄をき

いたのであった。小田さんは高知県

の馬路からきた人であった。

木挽きさんならあさりをわけて

道をひろめて通わんせ

あさりをわけるとは鋸の刃をひろ

げることだ。

木挽き唄の文句や節は，どこでも

同じようで，文句は歌う人が勝手に

かえてうたったのが，そこのものと

なっているようだ。たとえば，伊勢

の木挽き唄には，「木びきさんたち

お国はどこじゃ国は熊野の流谷_｜

というふうに。

木びき一升飯アラメのさいで

薩摩がすりのくそたれる

思いなおしてくる気はないか

鳥もかしわもにえつまる

大工さんより木びきさんにく

い仲のよい木を引きわける

大木を大きい斧でたたくようにき

映画やテレビにでているHという

俳優と，ずっとまえ佐渡ですごした
ことがある。村の人とも顔なじみに

なり，あるとき祭りの招待をうけ

た。そこで家の人から，佐渡のうた

と踊りをおそわることになった。私

はてれやなため聞き役にまわって，

Hだけがうたった。

赤崎まつりまこめ（地名）お

くまが出にゃヤミだ

佐渡おけさには，権力者に対する

風刺もあって，これは佐渡一番の美

人おくまに相川金山の役人がうつつ

をぬかし，

まこめ川原で刀をおとし

五両そんしたくまゆえに

と，落した刀を村人にひろわれ，

罰に五両払わされたというおもしろ

い歌である。

佐渡には“おけさ”のほかに盆踊

りの‘‘おんど”もある。安永(1770)

のころ日本各地では重税と相つぐ風

水害で，農民は土地をはなれ，わず

かな希望を求めて江戸へ流れこん

だ。当時は土地を無断ではなれるこ

とは許されていなかったので，雑府

はこれらの人々を無宿者として，軽

犯罪でつかまえ，人手が足りなくて

困っている佐渡金山へ，鶏のように

篭につめて送りこんだ。

佐渡が島にも吉原ござる
あず表札とこ

東男がかごでくる

（盆踊り唄）

こういった佐渡の‘《おけさ”や，

"おんど”には権力者に対する抵抗

や風刺の歌が数多くある。それから

私は地方の古い民謡に関心をもつよ

うになった。ここでは，古い山の作

業うたを紹介しよう。

いわゆる民謡には“作業うた”と

‘‘祈りうた”の二つの系統があって，

それは昔の村落共同体のなかでうま

れたものである。そこでの労働の様

式は，鍬や鎌，斧や鋸，櫓や樅など

の道具を使った手か足の作業が主で

あったから，作業うたにはその律動

感がもりあがっている。一・方，祈り

うたは，そのころの手の労働の生産

力はきわめて貧弱なものであったか

ら，常に生産も生活の自然の脅威に

さらされどうしであった。その不安

は，いきおい自然崇拝の信仰心をよ

び起こし，情緒の濃い曲になったの

であろう。

山の唄は作業うたの甑類にはいる

もので，杣唄，木伐り唄木挽き唄

で，刈り敷き唄，たきぎ取り唄，萱

刈り唄などもかかわりのある唄であ

る。

屋久島へいったときも，山の人が

うたう唄に気をつけた。私たちがね

じろにした小杉谷は，大正9年に山

の事業所が設けられ，四国や九州か

ら作業員がきて部落ができたところ

だけに，昔の山の唄を知っている人

は少なかった。

屋久島は，月の35日も雨が降る

と，林芙美子が小説『浮雲』で書い

ているように雨が多い。くる日もく

る日も雨で，宿舎の廊下に下げたま

まの洗濯物も，かえって湿気で水を

ふくんで垂れるほどになって，くさ

っていた。

ある日，船頭（山の指導員）の小
I
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山の唄行脚
小野春夫

（児童文学者）

りたおすのが杣，その木を大鋸で板

や柱にひくのが木びきである。木び

きの仕事は，下腹を張って，肩に力

を入れてゆっくりひくので，そのリ

ズム感覚は重い。それと合うように

うたう。

四国の石槌山の西のほうでは，

ヤーレ木挽きァひけひけお杣

は削れ深山天狗さんはヤーレ

木をかやせアシャリコンシ

ャリコンシャリコン天狗さ

んは天狗さんは天狗さんは

深山深山天狗さんは木をか

やせ

「お杣は削れ」は，杣は手斧で削

れ，「深山天狗」は,木を引き倒すこ

との上手な人という意味であろう。

次に伊那では，

木びきや末代あがらぬ職だ

さがれさがれと挽きさげる

日本海の荒海に囲まれながら，雨

が多く割合暖かい隠岐にはスギがよ

く育つ。

ノコは木しだい木はノコしだ

い切れる切れぬは腕しだい

切倒した木は枝を払って玉切り

し，谷に集めるか，ゴバズリによっ

て木馬道に集めて運ぶ。ゴパズリは

地面を引きずることで，その道をズ

リ道という。木馬道は，細い丸木を

枕木のように並べ，木馬がすべりい

いように作った道だ。木馬道をつく

るのも大変で，ときには大工まがい

の仕事もする。

大工はノミでほる

山師はヨキでほる

と，ヨキ（手斧）1本をノミやオ

ノにつかう。そして木馬は_'二りにか

かるとキイキイ泣き，下りは笑うよ

うにキチキチと音をたてる。

泣いてのぼって笑ってくだる

簡崎県の米良山中の"ゴバズリ唄”

には，

さあさ集まれおやじの大病

これからはじまる今ロ1日の

おやじの大事

仕事はじめの唄で，すると5丁の

|､ピがいっせいに打ちこまれる。だ

が打ちどころが悪いと音頭とりが，

ポーンとトビをはねのける。また打

ちなおしだ。これがうまく打てるよ

うになったらゴバズリ人夫として一

人前だ。
かんな

群馬県の神流川流域の山での木を

曳く唄は，

ハアー皆さま元気で頼みます

ハアーヨイトナー

（かけ声は同じ）

ハアー皆さま揃って頼みます

ハァー引く手もてこボーも揃

っている

ハアー音頭とる人張りあげヨ

といった唄で，曲は単調でのびが

ある。そして神流川の小流しと筏流

しの唄には，

木屋は宿かえ材木ァ下へヨー

あとにのこるはきれわらじ

ヨイヨイヤサ

今では筏流しは日本のどこにもな

いが，かつては，森林地帯の大きな

川ではどこでも見られた風景であっ

た。しかしこれは大変な重労働で，

スリルと恐怖の連続であった。

「きん玉の下まで水につかって，

手がかじかんで動かんときには，手

のはらに小便をかけてやったもんだ

べ」と能代の山田さんは語った。

西はしゅうとめ落とし東は関

所小谷山からお日が出る

日本三急流の球磨川には，筏師に

とって命がけの難所が30いくつも

あって，唄のしゅうとめ落としも，

その1つであった。

こうした筏流しも，奥地にダムが

でき，トラック道路がつくられる

と，消滅のみちをたどっていった。

そして山の唄声も絶えた。
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自走式リモコン集材機の

開発（1）

林試・機械化部兵頭正寛

機械化林業No.298

1978年9月p.9,～16

間伐，沢伐木の集材について，疲

労が少なく取扱いが容易で，移励も

容易な集材機の開発が必要であると

して，迦函手を不要とする荷卸手の

スイッチ(ON･OFF)のみによ

り遠隔操作のできる機能を持ち，か

つ自走できる機幟の自動制御災材機

を開発したものである。

自動制御型の集材機の開発に当た

り，いろいろの角度から検討して骨

格を作り，発注し，その後数回の改

良を経て実用化したものであるが，

ここでは発注前に検討した埜水的な

事項について述べている。

以下，設計に流れている考え方，

現行の集材機の機織と運転操作，ド

ラムを制御する原動力，出力，遠隔

制御のあり方，その他に分けて解説

している。

低温除湿方式による木材

の乾燥法（2）

静岡県・工試神長邦雄ほか

木材工業No.379

1978年10月p.15～19

低温乾燥のもつ利点，すなわち’

乾燥コストが安いこと，操作が容易

であること，乾燥による損傷が少な

く歩止りがよいことなどに注目し’

低温度において湿度のコントロール

を行ない，低含水率に乾燥させるこ

とで熱気乾燥と同様に本格的な乾燥

法として，その機能をはたしうるか

を検討したものである。今回は，樹

種（ジョンコン，ナトー，ミズメ）

についての実験結果の報告である。

以下,実験方法,実験結果（温度，

相対湿度，乾燥時間，乾燥ムラ，水

分傾斜と歪．割れ，除湿乾燥材の吸

脱湿|§，乾燥コスト）について述べ

ている。

排土方法による地すべり

安定化の検討

建設省・土木研中村浩之ほか

地すべりNo.54

1978年9月P.33～38

道路建設に伴う斜面の切取りによ

って地すべりを誘発することが多

く，排土工によって地すべりを安定

化させることが行なわれるが，実際

に現場で地すべりが発生した際，そ

の対策工として切取り法面をさらに

ゆるくすると，その切取りによって

さらに地すべりを助長することがし

ばしばある。

こうした経験から，当研究所では

切取り法而頭部の排土，すなわち頭

部の段切りを実施したところ，地す

べりの安定化に成功した。

そこで，本文では排土の二つのや

り方，すなわち斜面勾配の減少と段

切りによる排土でどの程度地すべり

斜面が長期的にみて安定するか,ま

た排土溌と安定度の向上がどのよう

になるかなどについて，モデル講価

と，また実際に切取り斜面で発生し

た地すべりについて険討したもので

ある。

以下，均一斜面の切取りによる安

定度の向上，モデル斜面における検

討，実際の地すべり斜面での検討，

について述べている。

砂地の緑化

茨城県・林試横堀誠ほか

森林と肥培No.97

1978年9月p.3～5

当試験場では,昭和50年から5年

間にわたり，県下水道課からの委託

により，濃縮下水汚泥（以上脱水ケ

ーキという）の土壌改良資材として

の効果について各種の試験を行なっ

ている。

脱水ケーキ中には炭索11影，チッ

ソ2.5％,リンサン3.9％をはじめ多

くの肥料成分が含まれているため，

緑化木の生長や草生の導入などに好

結果をえている。ここには，緑化造

成地（埋立砂地）に対する施用法試

験について現在までにえられた成果

の概要を紹介している。

以浪試験地，調査方法，結果，

考察に分けて述べているが，脱水ケ

ーキの施用効果はきわめて高く，こ

れは脱水ケーキによって土壊が化学

的に改善されたためと考えられると

している。

改良ポプラ1-214の材

質と用途適性

北海道・林産試



林産試験場月報No.319

1978年8月p.12～16

当場構内に植栽され，高生長をと

げていた改良ポプラ1-214(Popu-

luscarolinengig×P.nigra)がた

またま伐採されたので，その材につ

いて材質および用途適性に関する試

験を行なった結果の報告である。

以下，材質試験（材料および試験

方法，結果と考察)，乾燥試験（材

料および試験方法，結果と考察)，

接着性についての試験（同上)，パ

ーティクルポード原料としての適性

試験（同上)，加工試験，について

述べている。結論として，この改良

ポプラは高生長をとげ，一般のポプ

ラ類にくらべ，年輪幅が極端に大で

あったが，他の軽軟材などと同様の

用途であれば材質的にはとりたてて

問題視される点もなく，パルプ材以

外にも十分利用可能であるとしてい

る。

ゼンマイの栽培について

山形県・林試三河孝一

山形県林務だよりNo.259

1978年9月p.4～5

山菜は農山村の副収入源として欠

かせないものであり，ワラピ，コゴ

ミ（クサソテツ)，ウドの栽培は広く

行なわれているが，山菜の代表格と

してのゼンマイについては，まだそ

の栽培法が確立されていない。

ここでは，ゼンマイ栽培について

胞子栽培，根株の移植栽培の方法を

解説している。また採取の方法によ

る保続について検討しているが，発

生したゼンマイを全量採取すると翌

年の発生に影響するので，半蹴採取

か1年おき採取とすること，湿度が

高く腐植土が深いところが適地であ

るので，今後の方向としては森林内

か，山すその扇状地の自生地に根株

を集め計画栽培を行なうのが適当で

あるとしている。

階段造林地での水の動き

新潟県・林試町田技師

林業新潟No.308

1978年9月p.4～5

多雪地帯では階段造林が広く実施

されているが，階段を施工した後の

水の動きが植栽木にどのような影辨

を与えるかについて柵査を行なった

ものである。

以下，試験の方法，試験の結果に

ついて述べている。結論として，施

工後4～5年は階段部分の水分条件

がよく，植栽木の生長を増加させる

が，調査絲果からみて，この良い条

件は10年ごろから失われ，さらに

20年後には水の動きも自然の状態

になり，生長にも差がみられなくな

ることから，施工後の械戦木の位個

別の生長に，水の動きが大きく影響

していると思われるとしている。

豪雨に関する研究（Ⅱ）

年最大1時間雨量の再現

期間の推定法について

岩手大農岸原信義

日本林学会誌60－9

1978年9月p.340～344

第1報（年最大日雨磁の蒋現期間

の推定法）につづき，年最大1時間

雨最について同嫌の検討を行なった

ものである。

以~ド，検討結果（過去の検討，資

料とその雅理,地幣区分による検討，

確率111＃間雨撒の推定)，むすび,に

分けて報告しているが，年最大日雨

戯の場合と同様に既往の推定法で確

率雨量を算出することは危険である

として，新しい推定法を提案してい

る。
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択・間伐のための自走式

リモコン集材機（下）

林試・機械化部

スリーエムマガジンNo.211

1978年10月p.13～17

自走式リモコン集材機を使用した

伐出技術の確立をはかる基礎資料を

うるため，優良材生産の間伐林分に

モノケーブルシステムによる試験区

を設定し，現行自走式簡易集材機

（バロネス）と，試作した自走式リ

モコン集材磯の比較試験を行ない，

集材磯の違いが作業負担，作業工程

にどの程度影響するかを検討したも

のである。

以下，要素作業と時間分析，心拍

数の時間変化，要素作業別の心拍

数，作業強度，作業工程，作業経費

と損益分岐点，について説明してい

る。

自然保護は自然をよく知

ることから出発する

北方自然保謹研佐藤清左衛門

さっぼろ林友No.190

1978年7月p.13～23

森林の自然保謹に果たしている役

割は莫大なものであり，簡単には評

価しきれない。実際に森林の気象に

ついてみても，森林内の気象がほか

とどの程度違うかといったことはあ

まり知られていないとして，以下，

林内の明るさ，林内の気温，林内の

空中湿度，林内の風，林内の土の温

度などについて平易に解説してい

る。

○座談会：都市河川の緑化

グリーン．エージNo.57

1978年9月p.17～25
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農林鶏 世界林業会議(第8回）

が開催される

本年10月16日から28日までの

13日間，インドネシアのジャカルタ

で世界林業会議が開催された。これ

はFAOが母体となり,6年に1回，

世界の林業関係者が一同に会して林

業問題を世界レベルで討議するもの

で，林業関係では世界最大の会議で

あり，わが国からは林野庁，都道府

県,大学，林業関係擬関等から約40

名が参加した。

今回の会議のメーンテーマは

「人々のための林業」で，サブテー

マとして「地域社会のための林業」

「食機のための林業」「雇用促進の

ための,休業」「産業のための林業」

「生活向上のための林業」の5題に

分け，さらにこれを30の議題に分

けて討議された。

この会議の第1回は，1926年ロ－

主要木材の短期需給見通しが発表される

林野庁では，主要木材について四

半期ごとに需給見通しを作成して発

表することを決めた。

これは，最近における木材の需給

および価格の動向から，短期需給見

通しすることによって木材供給の目

安を提供し，需給および価格の安定

に資することを目的としたもので，

昭和53年10～12月，54年1～3月

期について次のように発表された。

（1）国産材について

10～12月期，1～3月期とも，工

場（製材，合板）入荷量はほぼ前年

並の水準で推移すると見通される。

（2）輸入材について

ア．米材については，丸太の輸入

量は，7～9月期にかなり高い水準

にあったが，産地における輸出価絡

の上昇が予想されることもあり，10

～12月期，1～3月期にはかなり減

少し，前年同期をやや上回る程度に

推移するものと見通される。

一方，港頭出荷趾はおおむね前年

並となっているところから，従来に

比べ在庫水準が低下の傾向を示して

いる。

また，製材品については前年同期

の輸入がかなり少なかったこともあ

り，輸入mは前年同期をかなり上回

るものと見通されるが，高水準であ

った7～9月期に比べればかなり減

少するものと見通される。

イ．南洋材，北洋材については，

港頭入出荷の水準は前年並かそれを

やや下回る程度であると見通され

る。

臓織潅繊鱸藤臘灘繊然業’

減速経済下における

林家の林業投下労働

量と林業生産活動
減速経済下における林家の林業投下労働量の推移（単位：人日）

農林水産省「林家経済調査」によ

って，林家の林業投下労働量の推移
‘

を保有山林規模階層別に,48年度を

100とした指数でみると，左表のと

おり,5ha以上20ha未満層では，

49年度以降次第に低下し,51年度に

は79と著しく低下しているのに対

して，20～50halW,50～100ha層，

100～500ha層では,いずれの階層に

おいても49年度,50年度と2年続

いて48年度より若干増加する動き

を示した後，51年度にはそれぞれ

98,103,100と48年度とほぼ同じ
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資料：農林水産省「林家経済剥査」

墓奮“ 5～20ha 20～50ha 50～100ha



41

型ⅡIⅢⅢIⅢ111ⅡlⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ111Ⅲ111川IIIIIIⅡ|ⅢⅢ111ⅡⅢⅢⅢlⅢIⅢ11ⅢⅢⅡ111Ⅲ11ⅢⅡⅢ11ⅢlⅢ1111ⅢⅢIⅢIlIHⅢⅢⅡ11ⅢIⅢ111ⅢIIlIIⅡⅢ11皇
＝

三 二

三本州四国連絡橋の児島一坂出く，かつて米国でスパン1,000=

薑ﾙー ﾄが10月'0日着工されまm級のﾀｺﾏ橋が風による振動曼
三 ＝＝

薑した｡48年に工事は認可されてに耐えきれず,ねじれ落ちてし言
＝ 言

言いたのですが,総需要抑制策でまった例があります。 巨二＝

薑凍結され，今度やっと着工の逆吊総架橋技術は外力，とくに三
三 三

三ぴになったのです。日本特肖の地震による変形や振三

溌雛:本:蕊驫
臺工事になるでしょう。できる道路.鉄道の併用橋とし言
＝ ＝

菫道路総延長は37.8km,その四て建設されます｡列車は自動車喜

譽うち海峡部は約13.6km,島をにくらべると桁違いの重量が集言

菫鑑鰯繍:総良架!l.!鮒にかかり"""tl作隔も大言です。高速列車の走行によって三
＝
＝ ＝

誠鰹駕嵐鍜，橋:隙鷲鶏鱒這
三 ＝

菫セメントは''2万トンといいまこんどは列車走行の安全性や乗臺
臺す。心地に悪影響を与えるのではな三
＝二 ＝

三水四連絡橋の主役は吊橋でいか等為問題は山積していま臺
三す。吊橋の生命である鋼ケープす｡大吊橋の中央に列車や自動三
＝ ＝

ミルは,主柱間距離(ｽパﾝ)が車が過密に乗ったとすると桶は言
＝

=1,000'nをこすようになると数mも下にたわみます。橋全体三
＝ ＝

薑その哩径が1mほどになりまが長大なので，このたわみは強三
三 菫

三す。中小吊橘のケーブルは直径度的には大したことはないので三
三 二

=5mmぐらいの素線をより合わすが,このために線路が直線で曼
三せたワイヤロープが使われますなく凸凹になるので脱線の危険三

＝二

三が，伸び縮みが大きいなどの理など列車走行の安全性に不安が三
三 ＝

三由で大吊橘ではこれを避けて，生じます。＝三
三

三素線を平行に何本も張り渡し，そのほか橋脚や水中基礎にあ三
＝

＝＝

三それを束ねる方式をとります。たえる波や潮流の力，航行する臺

譽そのほうが力のかかり方を均一船の衝突の危険をどう解決する言
＝＝ ＝

三に，伸びによる橘の変形を少なかといった問題もあります。三
三 ＝

三くすることができます｡、完成すれば，関係地域に年間三
三 ＝

三吊柵の泣きどころは，主要部3,000侭円に近い生産所得の増三
＝

＝
二＝

三がケーブルであるため全体とし大効果が見込まれるというこの三
三 三
三て，たわみやすく変形しやすい壮大なナショナル・プロジェク三
＝二

＝
＝

三点です。風などの外力で振動が 卜をなんとか事故なく完成させ三
＝
＝＝ 三

三始まるとなかなか減衰しにくてほしいものです。三
＝＝ 三三

三 三
＝ 三

三

現代用語ノートミ
＝

＝

＝

g＝
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会 場風景

マで開催されたが,わが国は1954年

インド（デラタン）で開催された第

4回会議（52カ国）から参加してい

る。

第5回会議は，アメリカ（シアト

ル)，第6回は，スペイン（マドリッ

ド),第7回はアルゼンチン（ブエノ

スアイレス）で開催されており，回

を重ねるごとに，規模，内容が充実

しており，今8回大会はその参加国

数100を数え，また人員も2,000名

を超えるなど世界林業の発展に大き

な影誹を及ぼす会議となった。

水準になっている。

このことは，最近における林家の

林業生産活動の停滞が山林保有規模

の零細な階厨において著しいことを

示すものと港えられる。また，戦後

の林業は，概して山林保有規模の零

細な典家林家による拡大造林の積極

的な推進を主体として展開されてき

たのであるが，近年，一方でば，林

業の収益性が低下し，他方では農家

林家がその生計を維持するため，基

幹的労伽力を主体とした家族労働力

を賃労伽・職員勤務へと著しく傾斜

させていく中で，家族労働力に大き

く依存して林業経営を推進してきた

山林保有規摸の零細な農家林家を中

心に，林業ばなれが急速に進み，こ

れが今日の著しい林業生産活動の停

滞をもたらしていると考えられる。
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西独の森林動物学者シミチェック

は，生態学に関する知識を根底に，

組織的な，しかも慎重な法的規制に

よってはじめて，森林保護を目的と

する施業を実行しうるとし，研究と

行政との緊密な連係の必要性を強調

している。わが国における森林防疫

蠣業は，近年飛躍的な展開をみせて

きたが，研究と行政との両サイドか

ら，その着実な歩みを浮き彫りにし

たのが本著であって，しかも罰目す
べき「松くい虫防除特別措置法」の

制定年度にあわせて，本著の刊行を

みたということに，大きな感慨を覚

えるのである。周知のように，同法

案の制定は，種々の障害をのりこ

え，多くの人々の努力によって実現

した。しかし，実現の大前提となっ

たものが，マツノザイセンチュウの

発見にあることはいうまでもない。

つまり，マツ枯損の主たる原因とな

るマツノザイセンチュウの伝播者た

るマツノマダラカミキリとの関連か

ら，その生態と防除に関する研究が

粘〃的に推進され，その結果’マツ

を守るという行政の要望に応えう

る，実用的手法が確立されたからで

ある。

終戦後，いわゆるファーニス勧告

（1950）を機に，同年「松くい虫等

その他の森林病害虫の駆除予防に関

する法律」が，単独法として制定さ

れた。その際，同勧告の資料として

大きな役割を果たしたのが，我々の

先錐たちによる被害史，被害状況，

防除法などについての研究成果であ

ったことは確かで，研究に裏うちさ

れた法制度のあり方は，今回の場合

と全く軌を同じくする。本著の副題

にある28年の歩みは,上記法律の制

定年から起算された年数であるが’

本著を編集し,執筆した約20名の専

門家の1人1人が，現実に印した足

■

量詔砺語瞬

■
Ｕ
喧
吊

全国森林病虫

獣害防除協会

編集・発行

１
０

森
林
防
疫
制
度
史

森
林
病
虫
獣
害
防
除
事
業
刈
年
の
歩
み

広葉樹には水を送るパイプー道管があ
るが，針葉樹にはそれがない。針葉樹では
材の95影強を占める仮道管が樹幹をささ
えるとともに，水分通導の役割を果たして
いる。仮道管は紡錘形の細長い細胞で，道
管のように縦方向につながった長い管では
ないから，水は仮道管から次の仮道管へと

移って行かなければならない。その通り道
がこの壁孔である。

写輿はヒノキの仮道管の有縁壁孔を内腔
側から見たもの。有縁壁孔ぱ立体的には天
頂に大きな穴のある円屋根のような構造を

しており，その円屋根を上から眺めた場合
を想像していただければよい。写真の中央

有
縁
壁
孔

で細胞壁がわずかではあるがふくらみ，そ

のまん中に穴(孔口という)があいている。
隣接の仮道管壁にも同様の構造ができてお
り対になっている（壁孔対という)。そし
て，対になった二つの円屋根橘造の境界に
壁孔|隣と呼ばれるスクリーンがあるので，

水は孔口から入って，壁孔膜の網目を抜け
て|句こう側の孔口に出る。有縁壁孔の縁の
輪郭はナンヨウスギ科を除いて一般には写
爽のように円形であるが，孔口の形は円形

からスリット状まで変化する。何はともあ

れ，側壁に発達した大型の有縁壁孔は針葉

樹仮道管のシンボルである。
次に,話は変わるが,写真を見て細胞壁表
而がつぷ状であるのに気付かれたことと思
う。これはいぼ状樵造と呼ばれるもので，

アカマツ,スギ,ヒノキなどおおかたの針葉

樹で一般に認められるが，イチイ，カヤ，
エゾマツ，ヒメコマツなどのようにいぼ状

柵造が存在しない（あるいはきわめて少な
い）樹種もある。このいぼ状のつ蕊は仮道

管分化の終期に作られるが，その成分，生

理上の意義，機能などについてはまだわか
っていない。（京大腱佐伯浩氏提供）

小

■臨G8間司像r~早酎季息A

熊林防疫制喚史

I区､

B5判277ページ

東京部千代、区

内神田1－1－12

(密03-294≦9711）

1978年3月27日

発行

定価3,300円
ク園の造形

輸
蜂
輔
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一
一

跡の記録とも，また当該分野の研究

と行政の進展の歴史ともいえるもの

である。我々は，時に断片的な条例

や法制度に関する小冊子を手にする

ことはあっても，その制定の必然性

から結果に至るまでを一賀して通読

できる機会に恵まれることは，極め

て稀有なことであった。まして，そ

の法制度立案の前提となる科学的認

識との結びつきにまで言及されるこ

とば皆無であったといってよい。

これらのすべてを充足しているの

が本著であって，その内容である

「森林病害虫等による被害の推移｣，

「森林病害虫等防除法の制定｣，「森

林病害虫等防除事業｣，「松くい虫防

除特別措置法の制定｣，「調査事業｣，

「防除技術の進展｣，「森林防疫関係

の組織」など，いずれも資料の単な

る羅列に終わらせることなく，その

記述はある種のドキュメン|､として

の迫力さえも備えている。また，木

著の1/3を占める「主要病虫獣害防

除の研究」は，森林防捜分野の研究

の現状と最新の悩報をもりこんだも

のであって，それはそのまま研究報

告として，あるいは実用書として，

さらに教科書として役立つものであ

る。

本著が，わが鯛の森林防疫事業の

貴重な記録であると同時に，今後の

わが国の森林防疫の指針たりうる書

であるとするゆえんである。私はか

ねてから，戦前・戦後にわたる「松

くい虫」の研究が，ザイセンチュウ

の発見として開花するまでの記録を

是非のこすべきであると考えてい

た。その願いは，豊富な資料に基づ

いて，詳細な記述のなされた本著に

よってかなえられた。これ以上の慶

びはない。

（東大艇学部教授立花観二）

《r三痘言〃

若葉マークのつぶやき

向車のライトがまぶしい。主人の目

もしょぼしょぼしはじめ，運転もお

ぼつかなくなってくる。夜，高速道

路をおともしたことがあるが，中央

分離帯のほんのちっぽけな植木が対

向車のライトのまぶしさを防いでく

れた。

主人も連休などにドライブに出か

ける。道路が並木のトンネルになっ

ているところは，日光街道のほか，

古い道路でしばしば見かける。しか

し，新しい道路では小さな木すら植

えられていない。

本来，自動車そのものは無磯質の

固まりで，主人の官能に刺激を与え

たとしても，安らぎを与えるような

ものではないと考える。そして，そ

の単が走る道路もまた，アスファル

'｡，コンクリート，鉄の固りと化し

てゆくなら，主人たちの心もすさん

だものとなってゆくように思われ

る。そんな状態では，われわれだけ

では事故は防げない。

そこで，わたしは道路の両側に木

を植えることを提案したい。その効

果は主人らの安全運転に及ぶばかり

ではなく，われわれが通るたびにう

さんくさい顔をする道路周辺の人々

に多少なりとも住みよい環境をもた

らすであろうと考えるからである。

どうせ巨額の金を使って整備しなけ

ればならない道路なら，もう少し上

積みすれば,緑豊かな道路になり,何

十倍も使いやすく，公害や交通事故

が少なくなるのではなかろうかとわ

たし若葉マークは請える(T.N生）

わが主人は40の手習いで今春述

転免許をとった。わたしは毎日片道

50km余，関東平野を職切り通勤の

おともをしている。6カ月たった

今，ほぼ2万kmをおともしたこと

になる。朝は東に向かい，夕方は西

に向かうので，朝日と夕日を真っ向

から受け，当初のはつらつとしたわ

たしの顔色もだいぶ日焼けし，くす

んできた。一般道路の50kmという

とかなり渋滞するところもあり，2

時間近くかかる。当初，主人は全コ

ースの半ばともなると，疲労のた必

かよたよた運転になったものである

が，最近ではかなりスムースに全コ

ースを走破することができるように

なってきた。それでも，週末近くな

ると，運転がおぼつかなくなり，わ

たしのお陰で何とか事I牧だけは起こ

さずにきている。主人の年からして

この通勤は少々無理なのかとも考え

られるが，道路条件がもう少しよけ

れば，こんなに主人も疲れることは

ないであろうとも考える。

実際道路上でさわやかな空気の

ところはごく限られている。たいて

いはほこりっぽく，また，排気ガス

でにごっている。夏場はとりわけ著

しい。コースのなかに，道の両側が

ケヤキ並木で，トンネルのようにな

っているところがあるが，こんなと

ころは日陰が涼しく，空気もさわや

かでエンジンの音まで小さく聞こえ

てくる。主人も一息いれているのが

よくわかる。夏も過ぎ日が短くなっ

てくると，夕方の西日，その淡の対

’この欄は絹築委員が担当しています
I一

一
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口夏期発茸シイタケ品種の実態調査

酒向・野中

王林19

（創立40周年記念号）

王子緑化株式会社

ロ北海道社有｡林のカラマツ林と今後

の取扱いについて

王子製紙(株)・林木育種研究所

ロ石徹白地方スギ幼齢・壮齢林にお

ける生長解析と収秋予想

ロヘドロ地における緑化王子製紙

林木育種研究所・蝋山育種場

口緑化事業の現況と今後の見方につ

いて火阪支店

口宅地造成に対する緑化保全の為の

規制について北川昌之

ロマツ類の地方品種播種造林の現況

について大阪支店

口王子製紙苫小牧社有林で発生した

スl､ローブマツ発疹さび病の経緯

と対策遠藤拓身

口大雪発電所緑化工事概要とペーパ

ーポットの利用綱島忠三

口表土保全計画における表土量算定

の一方法表土保全計画チーム

ロ三重センター緑化木ポッl､栽培の

経紳および考察について

名古屋支店

口緑化用樹木流通磯柵の現状とその

問題点細田美樹

収穫調査システム器の実験報告

一収穫調査の現地実験からコン

ピュータ結合システム実験一

札幌営林局

昭和53年3月

開発試作した収樅洲査システム器

（現場用機器）が，立木洲査データ

の分類集計から販売に至るコンピュ

ータ処理システムに対応できる機器

として適当か，また収戦業務での実

用性について報告されている。

ー

囲嗣眉開
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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業務報告書第15号

三重県林業技術センター

ロポッI､育苗に関する試験

松岡正

口広葉樹の育苗に関する試験

久米燃

口精英樹の特性に関する研究

奥田清賞・臼杵安見・松岡

ロヒノキ採種氷のジベレリン処理方

法改善試験奥田清貴

口優良材生産に関する試験

高橋明・大河内淳次

口枝打ちと施肥に関する試験

稲垣裕志

口穿孔性害虫防除試験奥田

ロ間伐材搬出方法に関する試験

金沢啓三・福永安民

口未利用樹種によるシイタケ栽培試

験（第2報）高橘

口国産材によるラミナおよび策成材

の品等区分奥田

口人工斜面裸地の緑化工法に関する

試験稲垣

ロ大気汚染による被害樹木の樹勢回

復試験

ロ大気汚染地区における樹木の衰退

定点調査福永・松岡

業務報告昭和52年度

岐阜県林業センター

ロスギ心材色の成因に関する研究

ロスギ品種別耐陰性比鮫試験

後藤康次・野々田三郎

口合理的保育方法体系化試験一除間

伐方法体系化調査

ロシイタケ原木林保育技術開発試験

野々田・後藤

口枝打ち方法実態調査

ロ枝打ち，間伐，肥料の動態と肥培

効果の解析に関する試験

中川一・竹下純一郎

口異常気象時ヒノキ苗枯損防止試験

竹下・中川

ロドウガネブイブイ防除試験

口薬剤による乾材害虫防除試験

野平照雄・真柄稔

ロヒノキ穿孔虫防除試験

野平・真柄・野原正人

ロマツノザイセンチュウ被害防除試

験

口アスファルト乳剤による野兎害防

除試験真柄・野平

口森林量水試験西尾昭・竹下

口豪雨による山腹崩壊危険地に関す

る試験西尾

ロ帯のこの内部応力に関する試験

口帯のこ目立の作業標準に関する試

験熊谷洋二・間宮敏夫

ロ柱材の乾燥割れ防止に関する試験

間宮・熊谷

口針葉樹材の乾燥に関する研究

岩田隆昭・野原・山木和雄

ロ脚物家具用材の南洋材代替に関す

る試験

I野原・熊谷・間宮・岩田・山本
口針葉樹小径材の製材と加工法に関

する試験萩野喜弘・野原・熊谷

岩山・間宮・山本

口未成熟材.の集成化利用に関する研

究野原・岩田・山本

口国産材によるラミナ及び集成材の

品等区分野原・岩田・山木

ロシイタケほだ場の立地環境改善試

験野中隆雄・酒向昇

ロシイタケ鋸屑種菌の樹種別培養試

験
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&44444JJjjJJ44444 し，ウツギ，テリハノイバラ，ムラ

サキシキブなどの陽性低木類もみら

れた。

気根発生率，および1本当たりの

気根根数を表・2に示す。

表･2気根発生率1本当たりの気根根数

会 員の広場 I

1本当たりの
気根根数

｜
’

スギの幹にみられる気根状の
ヒゲ根について

東京農業大学東京大学干葉演習林

右田一雄・朝生益次郎

施肥区が無施肥区よりも気根発生

率，気根根数ともに著しく高い結果

を示した。

図･1に高さ別の気根発生率，図．

2に1本当たりの高さ別気根根数を

示す。両区とも地際付近の発生が最

も多く，地際から高くなるにつれ

て，気根は少なくなった。とくに無

施肥区では地際から60cm以上には

気根はみられなかった。

図･3に方位別の気根発生率，図．

4に1本当たりの方位別の気根根数

はじめに

スギの幹に発生する気根*状のヒ

ゲ根は一般には，うっぺいした林分

に多くみられる。その気根は粗皮を

やぶって，イボ状に突起したもの

や,それが長じたﾋゲ根擬のものな
どである。また発生位置も幹の下

部，すなわち地際に近いほど多いこ

とが観察される。

しかしこの気根は材の品質を低下

させ，また磨丸太としても不適であ

る。そこで気根のでにくいスギを選

抜するために，その発生状況につい

て調べた。

本調査にあたりご指導いただいた

東京大学名誉教授，渡辺資仲先生に

厚くお礼を申しあげる。

調査方法

東京大学千葉演習林3林班，鐘突

台地（平たん地）に1963年に20×

20mを1区画として3年生スギ苗を

ha当たり6,000本として植付けた。

植付け後3年間にわたり，マルリ

ン成木用肥料をha当たりNとして

120kg施用した区と，無施肥区を設

け,1975年に両区の気根発生状況を

調べた。

調査方法は施肥区は9区画292

本，無施肥区は4区画118木につい

て，地際から20cmごとに5区分に

して高さ1mまで調べ，さらに各区

分の方位別（東，西，南，北）の気

根発生についても調査した。

調査結果

両区の生育状況を表・1に示す。

本
弱
釦
加

気
根
々
数

表・1
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10卜
両区のあいだに施肥の効果がみら

れた。施肥区はすでに，うっぺいし

て林床植生もわずかにスゲ類がみら

れたが，無施肥区はスズキが優占
クノ
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方位別気根発生率＊気根とするにはいろいろと問題がある

が,以下説明の都合上,気根と呼称する

2 345

測定位置 q図・1

施肥区

無施肥区
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33．1

76.3本
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会員の広場

一
られなかった。したがって気根の出

かたには樹皮も影響しているものと

考えられる。

また施肥区のスギに気根が多いの

は，施肥によってスギの栄縫状態が

気根発生に好適になり，これがうっ

ぺいによる湿度の商まりと重さなっ

たことも考えられる。

一般には根IMIりの下側に気根が多

いが，これは下側は乾燥しにくく樹

皮が湿めりやすいこと，光があたり

にくく，そのうえ曲りの部分はホル

モンの分布も多く，その働きも活発

なためと思われるが,本調査のよう

に直立した幹で北側に気根が多いの

は，南側に比べて樹皮が乾燥しにく

いことによるものと思われる。

以上のように気根発生は本質的に

は母樹の特性によって支配される
が，環境条件によってその量や，分

布が影響をうけるものと思われる。

の発生が促進されたものと考えられ

る。

この調査では林内の温度，湿度は

測定しなかったが，施肥区の湿度は

林床植生のちがいや，気根が地際よ

り商いところまでみられることと，

また幹の北{IIﾘに気根が多いことから

も無施肥区よりも高いことがうかが

われる。

他の調査では同一条件下に植栽さ

れた43年生のスギクローンでも，ク

ロスギなどは出やすく，サンブスギ

などは出にくいなどのちがいがみら

れたことから，施肥区で気根の出に

くいスギはその母樹のもつ特性によ

るものと考えられる。このように同

じ条件下でも気根の出かたにちがい

があることは，スギの樹皮が水気を

吸いやすいためと考えられたので，

降雨の初めに樹皮がぬれにくく，ま

た樹皮が乾きやすいスギの気根を調

べたところ，そのスギには気根はみ

今
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〕

気
根
々
数
0t

一
一

2 345
唇測定位置

図･4方位別1本当たり気根根数

を示す。

両区とも幹の北側の部分に多くみ

られたが，これも，地際40cmまで

で，それ以上は方位別のちがいはみ

られなかった。

考察

スギの幹にみられるヒゲ根状の気

根は，うっぺいした林分に多くみら

れるが，このことはうっぺいによっ

て林内の温度が高くなったため気根
へ一

特別会員(乙)6,000円

外国会員3,700円

(※本年10月以降来年3月までの

間に入会される方は会徴は半額と
なります）

◎海外研修員の来訪

台湾省林務局課長萢新錦氏外15

名が10月18～26日来日，本会の作

成したスケジュールにより日本各地

の考察研修を実施した。

◎海外研修のための派遣

農林水産業生産向上会議の主催に

よる都市周辺林の活用視察団に，理

事指導部長島俊雄を参加させ，つぎ

のとおり派適した。

期間：10月14日～11月3日

派遣先：デンマーク，オランダ，

イギリス，西ドイツ，オースリト

ア，フランス

◎昭和53年度本会会費

一般正会員2,500円

学生会員1,800円

|協会の~ﾗー三~言1

◎講師派遣

,．徳島県農林水産部長の依頼によ

り技術開発部長代理渡辺宏をつぎの

とおり講師として派遣した。

研修内容：空中写真の利用につい

て（10月26，27日）

2．つぎのとおり顧問坂口勝美を講

師として派遣した。

a・国際協力事業団の依頼により

「熱帯における更新技術」（10月

25日）

b.日本林業経営者協会の依頼に

より「造林技術研修」（10月26，

27日）

昭和53年11月10日発行

林業技術

第440号

編集発行人福森友久

印刷所株式会社太平社
発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102）東京都千代田区六番町7

電話(261)5281(代)～7
賑替東京03-60448")

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN

訂正本誌439号42頁の『混迷の学者論』(松下規矩氏)の昌頭4行分（リーダーとして

の…･･･であろうが，多様)は，岡田公人氏『林業偏見レポート』の一文で，42頁左段股下

行から続き，同頁中段1行目へ続きます。したがって，松下氏の文章は（｢日本林政の

根幹に･･･）から始まります。両氏並びに読者の皆様にお詫びして訂正いたします。



落葉広葉樹図譜
－冬の樹木学一

四手井綱英・斎藤新一郎箸A5判･388頁・定価3500円
本番は，冬の樹木の冬芽と一年生枝を韮準にして，落葉広莱樹の樹繩を判別する図鑑
である。総論では樹木形態学を取り扱い，M1‘藩を図を使ってわかIjやすく解説。各論
では、226穂について樹諏別の特徴を，ベン伽によって,iドしく図脱し，落莱広葉樹の位
置づけを述べる。さらに，検索図災は大変わかりやすく，初心蒲でも樹諏を知ること
がかなり可能である。これまでに，わが国にはこの碗の図鑑はなく，林業人だけでな
く，フィールドワーカー，理科の聯外学習などにも非術に煙利である。

森林学
大政正隆監修／帝国森林会編A5判･572頁・定価7000円

本書は従来の林学や林業学とは異なり，森林を一つの生態系としてとらえ陶然科学的
立場から研究し、その成果を体系化したものである‘，慨誠Wにあたっては各分野の第一
線で添雌'l'の研究者が、それぞれ興味をもって進めているIlf究を中心にまとめた。

熱帯多雨林-生態学鮒研究一
P.W.リチヤーズ著〆吉良竜夫他訳A5判･544頁・定価sBO0円

アジア，アフリカ，南アメリカに分布する熱柵多I:1j林を]ⅨリIげて、その械物群落また
は環境等を生態学的見地から解Iﾘlした。權吻生態学とくに森,体42態学・熱,IIf生態学の
研究渚・専攻学生．南方林業関係群，熱,勝地方の'1#発l関l係荷など必読の基礎資料｡。

農林防災
大後美保編A5判･542頁・定価2800円(防災科学技術シリーズ）

農林業に関するかぎり，雄年のように大なり小なIﾉ何らかの災群を受けている。日本
で発生する農林業の災祥は23柿あるが，本諜はそれらのうち特に亜要と思われる18籾
を選んで軌兼したもので，各災審とも，原閃，実態，防ぎ方について述べている。

自 を考える正｡続
信州大学教養部自然保護講座編各B6判・定価(正)I800円(続)Isoo円

正編では関連する多くの学問分野からのI活迩提供をもとにして，自然環境を主とした
人間の環境をめぐるさまざまな総論的立場から考察した。続編では身近な具体的な那
象から出発して社会科学的・門然科学的・人文科学的I'I然保謹論を述べた。

環境十公害のデータブツク遂に成る.／

曰 環図園日本境識

一｡＝■一ら一＝..

半谷商久監修n本環境旗幟綱!li婆L1会大竹千代子細
従来，環境に|卿する数値は多数測定されているが，それらはきわめて多方而に

わたる文献として分散されており，仙人ではその全貌を染約的に把撚すること

が困難である。本書はそれぞれの専|'ｿ家が行なっている，限られた数仙で環境

を判断するという弊害を取り除くために．環境に関する‘渚因f-を分析し，その

科学的測定価を網羅。環境全体をみわたすには唯一の万人必附のデータブック。

◆A5判･400頁・定価2500円◆

112束京都文京区小日剛4-6-19共立出版電話03(947)2511/振替東京1-57035



林業マンのための ■11月新刊■

』

ロ

林 野庁監修
B6判350頁本文8ポ桃組み定価2,000円（〒200円）

■便利で使いやすい，待望の書！

林業施策をその対象によって16の大項

目に分けて，施策の大きな流れ，補助等の

体系がつかむことができるように，フロー

チャートを使いながら記述してありますの

で，どんな事業にどんな補助等があるかを

知りたい方は，大項目から目を通せば，施

策の対象事業，その内容，採択基準や補助

対象者，補助率等を知ることができます。

■これからの経営改善に，ぜひ！

さらに，大項目ごとに，その大項目にふ

くまれる具体的な問いを約80設けて，問

いごとに，補助金，融資，税制上の特別措

置についての答えが得られるように，記述

してあります。これからの経営改善上こう

いうことがしたいが，どんな補助金や融

資，税制上の特例措置があるかを知りたい

方は，この小項を引いて下さい。
I

日本林業調査会

〒162東京都新宿区市谷本村町28振替東京6-98120縁（03）269-3911番
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山林の評価理論と応用
●林地｡林木の売買一曳地政雄･栗村哲象･大北英太郎

●各種規制に対する補償一 高取辰雄･安井釣／共著

●担保評価－
に当たっていかに山林を合理的に
評価ずるかの課題に応える.ノ

A5判･400ページ・定価4,500円(送料サービス）

第1穂山帆詳澗瀧或莞墨』編糾賊α‘池第S編杯/卜の評励第4編特殊な場合の山林評価
第5鶚山絲の経済唯計算一山林評価法の応用一

内容

｜
’ ’社団法人日団法 本林業人 ;濡雷鰹勘室！ Hllワ〃ノ

植木の害虫
カラー口絵15ぺー ジ,モノクロ写真多数A5判･188ページ

2,500円

喜多村昭著（送料ｻｰピｽ）

④カイガラムシ･アブラムシの防除⑥公共団体や企業の繩也簿理,公園･道路繩也の造
鰄化刷.庭木.花木の大敵吸汁性害虫〔カイガラムシ園,緑化樹生産にたずさわる技術者から,わが家
・アフフムシ等〕を重点的に取り上げだ防除手引書の庭作りに打ち込む人までこ＃L一冊でOK.

■都市環境と植木■吸汁性害虫のあらまし■発生環境と被害■被害回復のための手当■吸
汁性害虫を調べる人のだめに■吸汁性害虫各論■樹種別吸汁性害虫目録

内容
Ｎ
○
一
卜
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強度・感度・透明度・寸法安定性・製図適性
仕上り、すべてに優れた製品

強靭性・寸法安定性・平面性・保存性・耐久

性のすぐれだポリエステルフイルムベースの
ケミカルマット加工をしだ製図用合成紙

●蒸気機関車にも似て、ダイナミックな扱いにも、水
ぬれにも、びくともしない美しい仕上げ。仕事の合理
化スピードアップに御利用下さい。

●本社東京都新宿区新宿2－7-ITELO3(354)0361〒160
大阪TELO6(772)1412・名古屋TELO52(822)5121‐

札幌TELOIl(631>4421．揺同TELO92(271)0797・埼玉TELO488<24）1255
広島TELO822(61〉2902・仙台TELO222(66)0151沖繩TELO988(68>5612

ア〆リカきもと（ロスアンゼルス）･スイスきもと（チューリッヒ）
厩[薊株式会社きちと

合掌。

人を愛し、棺吻を愛した倉田先生。

あなたはいま、白い衣に鈴鳴らし、草深い杣道をたった一人で辿っているのだろうか。あなたはいま

鰯

繋
謝
謝

歌シダ讃歌難蝋蝋翌麟柵蛎灘……"……‘…
｜;無職1本鋤と文学の旅 ；、：
＃鱗蕊黙職聯織”植物と民俗’1，
豊

鐵諺撚灘緋&総”樹木民俗誌
その他の倉田悟･著作物

●原色日本林業樹木図鑑/第1～5巻●原色日本の柵IIOI｣本二i誤樹木名方言集●悩休と方言/正･統

植物と民

樹木民俗

●原色日本林業樹ｵ画鑑/第1～5

地球社
〒107東京都港区赤坂4-3-5振替東京2195298番丑03-585-0087(代）〒107東京都港区赤坂4

破れない第二原図用感光紙

鞭ゾーユニノ12
破れな

可，＝
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航空写真用反射式実体鏡の小型軽量化諾実現しました。
－…中鐸･蝉〆…誕認”．､心尾診羅諏、b,F喫5…函一献一瞬q配…密…凸垂蓉…”-”‐凡…ぬ。_･兜嘆ﾏ"が……~蚕で癖癖二・.~応涙…~，JF11R

●作業現場や講習会の会場へ手軽に持ち運べて，し

かも，伸ばし写真を使ったワイド‘な実体視が可能

になりました。大空の覇者イーグ，ル〔鷲〕のたしか

な眼をご活用下さい｡どこへでもお供いたします。
‐：』】ら.■～ず■少ロー宇一壼了F＝弓五万言壼季誘ｩ詞蕗"-‐'ﾛロ毒再認一一悪一一・罐_…

…

ご‐・ゥ,q：詫云癖X中

特 長 1高性能な平面鏡・レンズを使用。歪みのない明るい像が

観測でき，長時間使用しても目に疲労を感じ．ません。

空平面鏡反射面は特殊コーティングで保謹されています。

歩脚のうち1本は調盤可能で，安定した観測ができます。
4小型・軽量で，収納・保管にスペースをとりません。

5美麗な収納ケースに入っています｡[ショルダータイプ］

定
価
三
百
円
送
料
三
十
五
円

…圭一＝勤一“一

●視野……………………20×15cm

●大きさ(格納時)･･36×19×45Cm

･….…………･…56,000円(ケース付）

,烟二目齢一

仕 様●倍
●菫

定価一…･

率
一

＝。
－

12倍

1.9kg 日本林業技術協会
〒102束京都千代田区六番町7

1…棚蕊東京03釦448"1)5281振替蒐童03"448I
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